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は
じ
め
に

二
〇
〇
六
年
に
行
わ
れ
た
ペ
ル
ー
の
選
挙
で
は
、
一
九
八
〇
年
の

民
政
移
管
選
挙
以
後
で
最
高
と
な
る
二
〇
名
の
大
統
領
候
補
が
乱
立

し
、
議
会
選
挙
に
お
い
て
も
同
じ
く
最
多
の
二
四
の
政
党
が
議
席
を

争
っ
た＊

１

。
大
統
領
選
挙
は
決
選
投
票
に
ま
で
も
つ
れ
、
社
会
民
主
主

義
系
の
ア
プ
ラ
党
を
率
い
る
ア
ラ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
（A

lan García

）

が
当
選
を
決
め
た＊

２

。
ガ
ル
シ
ア
に
と
っ
て
は
、
八
五
年
に
三
六
歳
で

初
当
選
し
九
〇
年
に
任
期
を
全
う
し
て
以
来
の
政
権
復
帰
と
な
っ

た
。

ペ
ル
ー
で
行
わ
れ
た
今
回
の
選
挙
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
い

う
地
域
レ
ベ
ル
で
は
早
い
時
期
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
そ
れ
は
、

二
〇
〇
五
年
一
一
月
か
ら
本
格
化
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
選
挙
の

季
節
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
当
た
る
時
期
に
選
挙
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
有
力
視
さ
れ
た
大
統
領
候
補
は
三
名
い
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
三
つ
の
政
策
路
線
を
体
現
し
て
い
た
。
つ
ま

り
、
新
自
由
主
義
的
な
経
済
政
策
を
基
本
的
に
擁
護
す
る
中
道
右
派

の
ル
ル
デ
ス
・
フ
ロ
レ
ス
（Lourdes Flores

）、
こ
れ
に
批
判
的
で

経
済
的
社
会
的
格
差
の
是
正
を
重
視
し
た
改
革
路
線
を
標
榜
す
る
中

道
左
派
の
ガ
ル
シ
ア
、
そ
し
て
新
自
由
主
義
的
な
経
済
政
策
の
変
更

と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
し
て
も
敵
対
的
な
姿
勢
を
示
す
左

翼
系
の
オ
ジ
ャ
ン
タ
・
ウ
マ
ラ
（O

llanta H
um

ala

）
で
あ
っ
た
。

ペ
ル
ー
の
二
〇
〇
六
年
選
挙
の
分
析

村
上
勇
介

特
集
―

２
「
正
し
い
左
派
」と
「
誤
っ
た
左
派
」
の
あ
い
だ
で
揺
れ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
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そ
こ
で
、
ボ
リ
ビ
ア
、
チ
リ
に
続
き
左
翼
系
が
当
選
す
る
こ
と
で
南

米
の
「
左
傾
化
」
が
強
ま
る
の
か
、
ま
た
、
新
自
由
主
義
に
批
判
的

な
勢
力
が
当
選
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や
ボ
リ
ビ
ア

の
よ
う
な
「
誤
っ
た
左
派
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
の
よ
う
な
中
道
左
派
系
の
「
正
し
い
左
派
」
な
の

か
、
と
い
う
点
に
関
心
が
集
ま
っ
た＊

３

。

こ
れ
に
対
し
、
ペ
ル
ー
内
外
の
報
道
で
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
選
挙
に
対
す
る
ペ
ル
ー
国
民
一
般
の
関
心
は
、

二
〇
〇
六
年
二
月
半
ば
ご
ろ
ま
で
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
通
常
で
あ

れ
ば
、
選
挙
戦
は
、
選
挙
年
の
一
月
に
入
る
と
一
気
に
加
熱
す
る
。

し
か
し
、今
回
の
選
挙
戦
は
、投
票
日
に
あ
た
っ
た
四
月
九
日
の
一
ヶ

月
半
ほ
ど
前
ま
で
は
、
候
補
者
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
出
て
も
手
ご
た

え
が
十
分
に
な
い
状
態
で
、
全
体
と
し
て
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
緊
迫
し
た
争
点
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
強

い
ア
ピ
ー
ル
力
を
持
っ
た
候
補
が
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

緊
迫
感
の
不
在
に
関
し
て
は
、
至
近
の
例
で
は
、
危
機
的
状
況
に

陥
っ
た
ペ
ル
ー
を
ど
う
立
て
直
す
か
が
争
点
と
な
っ
た
一
九
九
〇

年
の
選
挙
や
、
日
系
大
統
領
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
（A

lberto 
Fujim

ori

）
が
三
選
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
の

選
挙
で
は
、
選
挙
戦
の
早
い
時
期
か
ら
一
般
の
有
権
者
も
そ
の
動
向

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
前
二

例
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
緊
迫
し
た
争
点
が
欠
け
て
い
た
。
貧
困
や
失

業
な
ど
、
経
済
社
会
問
題
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
そ
れ
に
関
す
る

不
満
が
多
く
の
有
権
者
の
選
好
に
影
響
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ク
ロ
経
済
の
大
混
乱
や
テ
ロ
の
亢
進
な
ど
、
多

く
の
ペ
ル
ー
国
民
の
日
常
生
活
を
脅
か
す
よ
う
な
、
八
〇
年
代
に
見

ら
れ
た
問
題
は
す
で
に
な
く
、
相
対
的
か
つ
短
期
的
に
は
、
ペ
ル
ー

社
会
は
安
定
し
た
状
態
に
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
日
々
の
生
活
に

追
わ
れ
る
あ
ま
り
、
多
く
の
ペ
ル
ー
人
は
当
初
、
選
挙
に
対
す
る
関

心
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

多
く
の
有
権
者
の
選
挙
へ
の
無
関
心
は
、
魅
力
的
な
候
補
が
見
当

た
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
も
原
因
が
あ
っ
た
。
本
論
で
く
わ
し
く
述

べ
る
よ
う
に
、
大
統
領
選
挙
へ
の
立
候
補
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
た

二
〇
〇
六
年
一
月
前
後
に
有
力
視
さ
れ
た
三
候
補
は
、
い
ず
れ
も
イ

メ
ー
ジ
の
点
で
問
題
を
抱
え
、
支
持
基
盤
も
特
定
の
地
域
に
偏
っ
て

い
た
。
有
権
者
の
過
半
数
に
迫
る
勢
い
で
支
持
を
集
め
る
力
強
さ
に

欠
け
、
二
〇
％
か
ら
三
〇
％
と
い
う
低
い
水
準
で
得
票
を
争
っ
た
。

他
方
、
今
回
の
選
挙
は
ペ
ル
ー
に
お
け
る
政
党
の
刷
新
、
民
主

化
の
成
否
と
い
う
点
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
公
布
さ
れ
た
ペ
ル
ー
で
初
め
て
の
政
党
法
と

関
係
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
同
法
が
、
政
党
の
指
導
部
お
よ
び

公
選
選
挙
の
候
補
者
を
内
部
選
挙
・
予
備
選
挙
で
選
出
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
て
お
り
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
た
最
初
の
国
政
選
挙
が

二
〇
〇
六
年
選
挙
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る＊

４

。
ペ
ル
ー
は
、
一
九
七
〇

年
代
末
か
ら
民
政
移
管
が
進
ん
だ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、

九
〇
年
前
後
と
い
う
早
い
時
期
に
既
存
政
党
が
多
く
の
国
民
の
支
持

と
信
頼
を
失
っ
た
事
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
フ
ジ
モ
リ
と
い

う
、
既
存
政
党
と
は
関
係
の
な
い
人
物
が
大
統
領
に
当
選
し
、
さ
ら

に
個
人
の
指
導
力
に
極
度
に
依
存
し
た
統
治
が
二
〇
〇
〇
年
ま
で

一
〇
年
に
わ
た
り
続
い
た
背
景
に
は
、
そ
う
し
た
政
党
の
凋
落
現
象

が
あ
っ
た＊

５

。
側
近
の
汚
職
が
公
と
な
り
フ
ジ
モ
リ
が
罷
免
さ
れ
た
後

に
成
立
し
た
暫
定
政
権
を
〇
一
年
に
引
き
継
ぎ
、
〇
六
年
ま
で
の
任

期
を
全
う
し
た
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ト
レ
ド
（A

lejandro T
oledo

）

大
統
領
も
、組
織
的
基
盤
が
き
わ
め
て
脆
弱
な
政
党
を
率
い
て
い
た
。

既
存
政
党
が
一
九
九
〇
年
代
ま
で
に
凋
落
し
た
背
景
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
政
党
に
お
け
る
最
高
指
導
者
の
支
配
と
い
う
問
題
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ル
ー
の
政
党
は
、
創
設
者
が
最
高
指
導
者
と

し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
後
継
者
が
、
党
内
に
き
わ
め
て
強
い
個
人
支

配
を
打
ち
立
て
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
政
党
の

刷
新
と
民
主
化
が
求
め
ら
れ
、
二
〇
〇
三
年
の
政
党
法
が
成
立
し
た

の
で
あ
っ
た
。
〇
六
年
選
挙
の
立
候
補
者
は
内
部
選
挙
を
経
て
選
ば

れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
は
た
し
て
そ
れ
は
政
党
内
部
の
状
況
を
変
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
政
党
法
の
推
進
者
ら

が
期
待
し
た
こ
と
は
現
実
と
は
な
ら
ず
、
そ
の
規
定
は
ま
っ
た
く
骨

抜
き
に
さ
れ
た
。

本
論
は
、
ペ
ル
ー
の
二
〇
〇
六
年
選
挙
を
振
り
返
り
、
そ
の
過
程

と
結
果
の
分
析
か
ら
ペ
ル
ー
政
治
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
最
初
に
、
ト
レ
ド
政
権
の
動
向
を
中
心
に
ペ
ル
ー
政
情

の
概
要
を
述
べ
、
選
挙
戦
が
ど
の
よ
う
な
全
体
的
状
況
の
下
で
展
開

し
た
の
か
を
み
る
。
続
い
て
、
大
統
領
選
挙
の
主
要
候
補
の
横
顔
と

そ
の
選
出
過
程
を
述
べ
た
後
、選
挙
戦
の
展
開
と
結
果
を
分
析
す
る
。

最
後
に
、
選
挙
戦
の
分
析
が
持
つ
含
意
を
示
し
、
ペ
ル
ー
政
治
が
直

面
す
る
今
後
の
課
題
を
指
摘
す
る
。

Ⅰ　

ト
レ
ド
政
権
の
失
墜＊

６

ト
レ
ド
政
権
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
の
フ
ジ
モ
リ
政
権
崩
壊
を

受
け
、
翌
年
に
実
施
さ
れ
た
や
り
直
し
選
挙
を
経
て
二
〇
〇
一
年
七

月
末
に
成
立
し
た＊

７

。
政
権
発
足
直
後
は
多
く
の
国
民
の
期
待
を
集
め

た
も
の
の
、
ほ
ど
な
く
し
て
支
持
を
失
い
、
政
権
初
年
度
か
ら
大
き

く
躓
い
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
ま
ず
、
少
数
与
党
に
象
徴
さ
れ

る
脆
い
政
権
基
盤
に
よ
っ
て
政
治
的
主
導
力
を
発
揮
す
る
余
地
が
き

わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
制
約
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
よ
り
重

要
な
原
因
と
し
て
、
ト
レ
ド
自
身
が
そ
の
資
質
に
つ
い
て
大
半
の
国

民
に
不
信
感
を
抱
か
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ペ
ル
ー
国
民
の
多
く
は
、
大
統
領
に
就
任
し
た
ト
レ
ド
に
対
し
急

速
に
失
望
し
た
。
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
統

領
支
持
率
は
、
政
権
発
足
時
に
六
〇
％
近
く
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

就
任
後
わ
ず
か
三
ヶ
月
後
の
一
一
月
に
は
半
分
の
三
〇
％
台
前
半
へ

と
低
下
し
、
同
時
に
不
支
持
率
が
支
持
率
を
超
え
た
。

ト
レ
ド
へ
の
幻
滅
が
短
期
の
う
ち
に
国
民
の
間
で
高
ま
っ
た
理
由
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は
、
第
一
に
、
選
挙
運
動
中
に
ペ
ル
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
階
層

に
向
け
て
ト
レ
ド
が
公
約
を
乱
発
し
、
経
済
社
会
面
に
お
い
て
多
く

の
人
々
の
期
待
が
高
揚
し
て
い
た
が
、
裏
切
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

ト
レ
ド
が
政
権
に
就
い
て
も
経
済
社
会
状
況
が
改
善
す
る
予
兆
は
皆

無
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
ト
レ
ド
が
公
約
を
実
行
す
る
積
極
的
な
姿

勢
を
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
重
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
国
民
の
間
に

失
望
が
広
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
元
来
、
選
挙
運
動
中
に
ト
レ
ド
が

行
っ
た
公
約
は
基
本
的
に
「
空
手
形
」
で
あ
っ
て
、
財
政
的
な
裏
づ

け
が
伴
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
実
効
性
に
乏
し
い
内
容
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
大
統
領
就
任
後
、
ト
レ
ド
は
そ
れ
ら
を
政
策
と
し
て

実
施
す
る
指
導
力
や
決
断
は
も
と
よ
り
、
明
確
な
意
思
や
姿
勢
す
ら

も
窺
わ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
ト
レ
ド
は
さ
ま
ざ
ま
な
醜
態
を
さ
ら

し
、
国
家
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
著
し
く
傷
つ
い
た

の
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ド
の
醜
態
と
し
て
は
、
深
夜
の
深
酒
と
翌
朝
の

泥
酔
、
自
分
や
側
近
な
ど
の
高
額
給
与
、
ト
レ
ド
派
の
人
々
や
親
族

の
縁
故
登
用
、
与
党
内
の
勢
力
争
い
の
激
化
、
非
嫡
子
の
認
知
の
拒

否
、
な
ど
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
以
降
も
支
持
率
は
い
っ
そ
う
低
下
し
、
〇
四
年
に
は

一
〇
％
前
後
と
、
二
桁
に
達
し
な
い
月
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
表
１
参
照
）。
高
い
不
支
持
率
が
常
態
と
な
り
、
〇
四
年
と
〇
五
年

は
八
〇
％
を
超
え
る
水
準
を
記
録
し
た＊

８

。

支
持
の
継
続
的
な
低
迷
は
、
二
〇
〇
二
年
以
降
も
ト
レ
ド
が
失
態

や
失
策
を
続
け
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
同
時
に
、
側
近
や
与
党
関

係
者
の
汚
職
問
題
が
浮
上
し
、
は
て
は
、
大
統
領
夫
人
の
不
適
切
な

言
動
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ト
レ
ド
の
権
威
は
完
全
に

地
に
落
ち
た
。史
上
初
め
て
女
性
の
首
相
を
誕
生
さ
せ
る（
二
〇
〇
三

年
六
月
〜
一
二
月
）
な
ど
、
非
与
党
系
の
人
材
を
内
閣
に
登
用
し
て

イ
メ
ー
ジ
の
回
復
を
図
っ
た
り
も
し
た
が
、
ト
レ
ド
自
身
に
関
す
る

否
定
的
な
評
価
を
根
本
的
に
変
え
る
効
果
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

ト
レ
ド
へ
の
支
持
が
低
下
し
始

め
た
二
〇
〇
一
年
九
月
に
入
る

と
、
ト
レ
ド
政
権
に
抗
議
す
る
デ

モ
や
集
会
な
ど
の
動
員
が
各
地
で

見
ら
れ
始
め
る
。
そ
し
て
、
同
月

下
旬
以
降
は
、
毎
週
、
何
ら
か
の

動
員
が
ペ
ル
ー
の
ど
こ
か
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
一
二

月
か
ら
は
、
デ
モ
な
ど
の
動
員
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
な
い
日
を
探
す

の
が
難
し
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
警

察
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル
ー
全

土
で
、
二
〇
〇
一
年
に
一
八
二
六

件
、
〇
二
年
に
六
二
四
〇
件
、

〇
三
年
に
八
五
三
二
件
、
〇
四
年

（
一
〇
月
ま
で
）
に
八
九
五
六
件

43 22 17 10 12 27支持
38 68 77 87 84 65不支持

2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年

表 1　トレド大統領の支持率（％）

（出典）Apoyo, Opinión y Mercado S.A., Informe de opinión data, 
agosto de 2001-julio de 2006 をもとに筆者作成。

（注）数字は、毎月実施される世論調査の年平均を示す。ただし、
2001 年は 8 月以降、2006 年は 7 月までの平均。

の
動
員
が
記
録
さ
れ
た
（Caretas N

o.1848

）。
二
〇
〇
二
年
以
降

は
、
平
均
す
る
と
、
一
日
に
二
〇
件
前
後
の
抗
議
行
動
が
ペ
ル
ー
各

地
で
見
ら
れ
た
計
算
に
な
る
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
威
信
を
失
っ
た
ト
レ
ド
は
、
政
権
を
追
わ
れ
る

可
能
性
が
何
度
か
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
そ
れ
が

現
実
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、ま
ず
、後
述
す
る
ペ
ル
ー

の
政
治
社
会
の
分
裂
傾
向
を
反
映
し
、
反
政
府
の
デ
モ
や
動
員
が
有

機
的
に
連
動
し
全
国
規
模
の
圧
力
と
は
な
ら
な
い
現
実
が
あ
る
。
動

員
の
影
響
は
特
定
の
地
域
に
限
定
さ
れ
、
散
発
の
域
を
脱
し
な
か
っ

た
。た

と
え
ば
、
ト
レ
ド
政
権
下
で
見
ら
れ
た
動
員
の
な
か
で
は
最
も

政
治
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
引
き
起
こ
し
た
二
〇
〇
二
年
六
月
の
ア
レ

キ
パ
暴
動
が
あ
る
。
ペ
ル
ー
南
部
に
あ
る
第
二
の
都
市
ア
レ
キ
パ

で
、
電
力
会
社
の
民
営
化
に
反
対
し
て
い
た
人
々
の
動
員
が
暴
動
化

し
一
時
騒
然
と
な
っ
た
。
ト
レ
ド
政
権
は
、
沈
静
化
の
た
め
、
す
で

に
開
始
さ
れ
て
い
た
民
営
化
過
程
の
停
止
を
宣
言
す
る
失
態
を
演
じ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
際
に
も
、
ア
レ
キ
パ
と
い
う
地
域
に
限

定
さ
れ
た
動
き
で
あ
り
、
近
隣
を
含
め
ペ
ル
ー
の
他
地
域
に
波
及
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
政
権
の
前
半
期
、
と
く
に
二
〇
〇
三
年
頃
ま
で
は
、
ト

レ
ド
の
協
力
者
や
野
党
の
一
部
に
、
ト
レ
ド
の
罷
免
を
企
図
し
た
勢

力
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
つ
の
理
由
か
ら
、
そ
の
実
行
を
躊
躇
し
た
。

第
一
に
、
ペ
ル
ー
が
直
面
す
る
経
済
社
会
状
況
が
厳
し
い
こ
と
が

あ
る
。
誰
が
政
権
を
握
っ
て
も
、
事
態
が
直
ち
に
好
転
す
る
状
況
に

は
な
い
の
で
あ
る
。
世
界
経
済
の
拡
大
を
背
景
と
す
る
天
然
資
源
開

発
と
そ
の
輸
出
が
好
調
な
た
め
、
経
済
成
長
な
ど
ペ
ル
ー
の
マ
ク
ロ

経
済
指
標
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
も
上
位
の
水
準
を
記

録
し
た
。
た
と
え
ば
、
経
済
成
長
率
は
、
二
〇
〇
二
年
四
・
九
％
、

〇
三
年
四
・
〇
％
、
〇
四
年
四
・
八
％
、
〇
五
年
六
・
六
％
で
あ
っ
た

（IN
EI 2006

）。

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
ル
ー
社
会
の
底
上
げ
を
可
能
と
す
る
経
済
成

長
水
準
と
し
て
経
済
学
者
が
指
摘
す
る
年
率
七
％
以
上
の
成
長
に
は

一
度
も
達
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
七
％
以
上
の
高
い
水
準
の
成
長

を
二
〇
年
、
三
〇
年
と
長
期
に
わ
た
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
持
続
的
な
成
長
、
な
ら
び
に
マ
ク
ロ
レ

ベ
ル
で
の
成
果
を
雇
用
や
生
活
水
準
と
い
っ
た
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
国
家
体
制
や
具
体
的
な
政
策

合
意＊

９

は
存
在
し
て
い
な
い
。
ジ
ニ
係
数
を
見
る
と
、
二
〇
〇
一
年

〇
・
五
二
五
、〇
三
年
〇
・
五
二
三
と
な
っ
て
い
る
（CEPA

L 2006: 
337

）。
マ
ク
ロ
経
済
の
堅
調
さ
と
は
対
照
的
に
、
貧
富
や
格
差
と

い
っ
た
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
従
来
か
ら
見
ら
れ
る
経
済
社
会
問
題
が
緩

和
さ
れ
る
方
向
に
進
ん
で
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
地
域
別

に
見
る
と
、
経
済
の
活
性
化
状
況
に
は
濃
淡
が
あ
る
。
輸
出
用
の
鉱

山
開
発
や
農
産
品
加
工（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
）が
さ
か
ん
な
ペ
ル
ー

北
部
や
、
首
都
リ
マ
を
中
心
と
す
る
ペ
ル
ー
最
大
の
経
済
圏
を
抱
え

る
ペ
ル
ー
中
部
で
は
、
比
較
的
活
況
を
呈
し
、
現
状
肯
定
的
、
楽
観
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的
な
雰
囲
気
が
支
配
的
な
の
に
対
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
主
な
産
業
の

見
ら
れ
な
い
ペ
ル
ー
の
南
部
や
東
部
で
は
、
経
済
の
活
性
化
が
遅
れ

て
い
て
、
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
が
強
い
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ａ
）。国

家
の
機
能
不
全
や
政
策
合
意
の
不
在
と
い
っ
た
状
況
に
ペ
ル
ー

が
陥
る
政
治
的
背
景
に
は
、
有
力
者
が
垂
直
的
で
権
威
主
義
的
な
互

恵
関
係
で
あ
る
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
を
形
成
し
、
そ
れ

を
基
盤
に
し
て
私
的
な
利
益
の
拡
大
を
求
め
て
相
互
に
争
う
こ
と
に

重
点
を
置
く
と
い
う
、
ペ
ル
ー
政
治
の
伝
統
的
特
質
が
あ
る＊＊

＊

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
般
の
人
々
は
具
体
的
か
つ
迅
速
な
成
果
を
求

め
て
い
る
状
態
に
あ
る
も
の
の
、
そ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
に
は
難

し
い
経
済
社
会
情
勢
に
ペ
ル
ー
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
政
権

を
奪
取
す
る
利
益
は
乏
し
か
っ
た
。

第
二
の
、
そ
し
て
よ
り
重
要
な
要
因
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
ト
レ
ド
政
権
と
の
良
好
な
関

係
の
継
続
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
麻

薬
不
法
栽
培
の
取
り
締
ま
り
が
ペ
ル
ー
で
十
分
で
は
な
い
こ
と
に
不

満
を
抱
き
つ
つ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
定
要
因
を
抱
え
る
ア
ン
デ
ス

地
域
を
前
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と

に
腐
心
し
た
ト
レ
ド
政
権
が
任
期
半
ば
で
崩
壊
す
る
こ
と
を
嫌
っ
て

い
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
米
州
の
安
全
保
障
の
面
に
お
い
て
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
内
戦
状
況
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
当
時
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
が
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
（「
コ
ロ
ン
ビ
ア
計
画
」）
を

承
認
し
、
一
三
億
ド
ル
の
支
援
を
決
定
し
て
以
来
、
同
国
や
ペ
ル
ー

な
ど
を
含
む
ア
ン
デ
ス
地
域
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
批
判
的
な
ウ
ゴ
・
チ
ャ

ベ
ス
（H

ugo Chávez

）
政
権
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
転
覆
工

作
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
切
っ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る

ほ
か
、
エ
ク
ア
ド
ル
と
ボ
リ
ビ
ア
で
は
社
会
問
題
か
ら
大
統
領
が
罷

免
さ
れ
る
な
ど
不
安
定
な
状
態
が
続
い
て
き
た
。
そ
し
て
、遂
に
は
、

チ
ャ
ベ
ス
政
権
と
軌
を
一
に
す
る
政
権
が
誕
生
し
た
。
二
〇
〇
五
年

末
に
発
足
し
た
ボ
リ
ビ
ア
の
エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
（Evo M

orales

）

政
権
、
お
よ
び
二
〇
〇
七
年
初
め
に
成
立
し
た
エ
ク
ア
ド
ル
の
ラ

フ
ァ
エ
ル
・
コ
レ
ア
（Rafael Correa

）
政
権
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
ペ
ル
ー
に
関
し
、
ト
レ
ド

政
権
が
転
覆
し
ア
ン
デ
ス
地
域
が
い
っ
そ
う
混
乱
し
不
安
定
化
す
る

こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
政
権
基
盤
の
脆
い
ト
レ
ド
政
権
も
、
北
の

大
国
の
そ
う
し
た
意
向
を
見
据
え
、
イ
ラ
ク
問
題
や
キ
ュ
ー
バ
の
人

権
問
題
な
ど
で
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
ま
た
「
民

主
主
義
の
擁
護
」
た
め
の
米
州
全
体
の
地
域
協
力
体
制
を
形
成
す
る

際
に
も
主
導
的
な
動
き
を
見
せ
る
な
ど
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
の

良
好
な
関
係
を
構
築
し
た
。
そ
う
し
た
ペ
ル
ー
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
緊
密
な
関
係
を
象
徴
す
る
の
が
、
現
役
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統

領
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
二
〇
〇
二
年
三
月
の
ブ
ッ
シ
ュ
の
ペ

ル
ー
公
式
訪
問
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
支
持
率
が
極
度
に
低
い
状
態
が
数
年
に

わ
た
り
続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
レ
ド
は
何
と
か
大
統
領
の
地

位
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
任
期
の
最
終
段
階

で
あ
る
二
〇
〇
六
年
に
入
っ
て
、
一
定
の
支
持
率
を
回
復
す
る
。
同

年
一
月
か
ら
任
期
満
了
の
七
月
ま
で
の
大
統
領
支
持
率
の
平
均
は

二
七
％
と
二
〇
％
台
に
乗
せ
た
。
二
〇
〇
六
年
一
月
か
ら
は
支
持
率

が
一
〇
％
後
半
台
に
上
昇
し
、
四
月
に
二
〇
％
を
超
え
た
後
、
翌
五

月
以
降
は
三
〇
％
を
下
ら
な
か
っ
た
。
離
任
時
の
支
持
率
は
三
〇
％

で
あ
っ
た
。

ト
レ
ド
が
一
定
の
支
持
を
回
復
し
た
理
由
は
、
第
一
に
、
公
で
の

発
言
を
必
要
最
低
限
に
し
、
社
会
救
済
政
策
の
実
施
と
そ
れ
に
関
連

し
た
視
察
を
各
地
で
実
施
し
、
経
済
社
会
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む

大
統
領
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
離
任
に
向
け
て
残
そ
う
と
し
た
こ
と
に
あ

る
。
社
会
的
弱
者
の
地
位
向
上
の
た
め
ひ
た
む
き
に
務
め
る
大
統
領

の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
っ
た
が
、
支
持
を
取

り
戻
し
た
。
そ
し
て
第
二
に
、
ま
た
よ
り
決
定
的
な
出
来
事
と
し

て
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
上
旬
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
自
由
貿
易

協
定
に
関
す
る
合
意
に
達
し
、
翌
年
四
月
中
旬
に
同
協
定
を
締
結
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
自
由
貿
易
協
定
に
よ
り
、
経
済
社
会
状
況

が
改
善
さ
れ
る
と
の
期
待
が
一
部
の
国
民
の
間
に
高
揚
し
、
ト
レ
ド

へ
の
支
持
が
上
昇
し
た
。
と
く
に
、
締
結
後
に
は
期
待
感
が
一
気
に

高
ま
っ
た＊＊

＊

。

Ⅱ　

主
要
大
統
領
候
補
の
横
顔
と
そ
の
選
出
過
程

ト
レ
ド
政
権
が
国
民
の
信
頼
を
失
っ
て
い
た
な
か
、
大
統
領
選
挙

へ
の
立
候
補
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
一
月
上
旬
に

有
力
視
さ
れ
た
大
統
領
候
補
は
、
い
ず
れ
も
野
党
勢
力
の
三
名
で

あ
っ
た
。
議
会
に
よ
っ
て
公
職
へ
の
立
候
補
を
二
〇
一
一
年
ま
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
フ
ジ
モ
リ
に
代
わ
っ
て
フ
ジ
モ
リ
派
勢
力＊＊

＊

の
未
来
連

合
（A

lianza por el Futuro

）
の
候
補
と
な
っ
た
マ
ル
タ
・
チ
ャ

ベ
ス
（M

artha Chávez

）
と
、
フ
ジ
モ
リ
政
権
崩
壊
後
に
暫
定
大

統
領
を
務
め
た
人
民
行
動
党
の
政
治
家
で
同
党
を
中
心
と
す
る
中
道

戦
線
（Frente de Centro

）
の
大
統
領
候
補
と
し
て
立
っ
た
バ
レ

ン
テ
ィ
ン
・
パ
ニ
ア
グ
ア
（V

alentín Paniagua

）
も
一
定
の
支
持

を
得
た
が
、
そ
の
支
持
率
は
一
桁
台
で
停
滞
し
た
（
図
１
参
照
）＊＊

＊

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
名
の
有
力
候
補
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
支
持
を

得
て
は
い
た
も
の
の
、
有
権
者
の
過
半
数
に
迫
る
勢
い
は
な
く
、
決

選
投
票
は
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
だ
っ
た
。
選
挙
戦
の
動
向
を
分
析
す

る
前
に
、
有
力
な
候
補
者
と
そ
の
勢
力
な
ら
び
に
選
出
過
程
に
つ
い

て
触
れ
て
お
く
。

大
統
領
選
挙
立
候
補
届
出
締
め
切
り
後
、
最
初
に
行
わ
れ
た
投
票

意
思
調
査
の
結
果
に
従
っ
て
見
て
ゆ
く
と
、
ま
ず
ト
ッ
プ
に
立
っ
た

の
は
陸
軍
の
退
役
中
佐
ウ
マ
ラ
で
あ
っ
た
。
普
通
の
軍
人
で
あ
っ
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た
ウ
マ
ラ
の
名
前
が
ペ
ル
ー
中
に
知
れ
渡
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇

年
一
〇
月
下
旬
、
フ
ジ
モ
リ
の
側
近
で
、
軍
な
ど
に
強
い
影
響
力

を
持
っ
て
い
た
ブ
ラ
デ
ィ
ミ
ロ
・
モ
ン
テ
シ
ノ
ス
（V

ladim
iro 

M
ontesinos

）
に
よ
る
汚
職
事
件
の
発
覚
で
揺
れ
て
い
た
フ
ジ
モ
リ

政
権
に
対
し
、
ペ
ル
ー
南
部
で
反
乱
を
起
こ
し
た
と
き
で
あ
る
。
ウ

マ
ラ
は
、
反
乱
に
際
し
て
は
、
腐
敗
し
た
軍
首
脳
部
に
対
す
る
不
満

を
動
機
と
し
て
あ
げ
た
。
し
か
し
、
反
乱
開
始
後
、
ま
も
な
く
し
て

ペ
ル
ー
中
部
か
ら
北
部
へ
と
、
潜
伏
し
て
い
た
モ
ン
テ
シ
ノ
ス
が
密

か
に
船
で
移
動
し
、
最
終
的
に
は
ペ
ル
ー
を
出
国
し
て
い
た
こ
と
が

後
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
ペ
ル
ー
全
体
の
関
心
を
南
部

に
向
け
る
た
め
、
モ
ン
テ
シ
ノ
ス
が
背
後
で
糸
を
引
い
て
い
た
反
乱

劇
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
反
乱
は
短
期
間
で
収
拾
さ
れ
、
ウ
マ
ラ
は
逮
捕

さ
れ
た
後
、
退
役
を
命
じ
ら
れ
る
。
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
下
旬
に
フ

ジ
モ
リ
政
権
が
崩
壊
し
て
か
ら
、
ウ
マ
ラ
は
恩
赦
を
受
け
軍
に
復
帰

す
る
。
し
か
し
、
政
界
へ
の
転
身
に
意
欲
を
見
せ
た
た
め
、
最
初
フ

ラ
ン
ス
、
続
い
て
韓
国
の
駐
在
武
官
に
任
命
さ
れ
、
軍
隊
の
指
揮
系

統
か
ら
は
外
さ
れ
た
。
韓
国
滞
在
中
、つ
い
に
退
役
を
命
じ
ら
れ
る
。

ウ
マ
ラ
に
は
、
過
激
、
排
外
的
、
左
翼
的
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ

い
て
回
っ
て
い
た
。
恩
赦
を
受
け
た
後
、
家
族
な
ど
を
通
じ
て
政
治

活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
際
、
ウ
マ
ラ
を
支
持
す
る
人
々
の
言
動

が
ナ
チ
ス
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
市
場
経
済
を
批
判

し
経
済
へ
の
国
家
の
介
入
を
主
張
す
る
一
方
、
チ
リ
を
は
じ
め
と
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図 1　大統領選挙の候補者支持率（一次投票）
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チャベス
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す
る
外
国
投
資
に
対
す
る
敵
意
を
示
す
な
ど
偏
狭
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
剥
き
出
し
に
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ウ
マ
ラ
が
韓
国

駐
在
中
の
二
〇
〇
五
年
一
月
に
、
短
期
の
う
ち
に
収
拾
さ
れ
た
も
の

の
、
弟
が
ペ
ル
ー
中
部
の
ア
ン
デ
ス
高
地
で
反
乱
を
起
こ
し
、
警
官

四
名
を
殺
害
し
た
後
に
警
察
署
を
占
拠
す
る
事
件
を
起
こ
し
た
。
こ

の
事
件
へ
の
ウ
マ
ラ
の
関
与
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

ウ
マ
ラ
の
勢
力
は
過
激
で
あ
る
と
の
強
い
印
象
を
改
め
て
ペ
ル
ー
社

会
に
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ウ
マ

ラ
の
過
激
で
左
翼
的
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
、
ウ
マ
ラ
は
、
社
会

か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
国
か
ら
経
済
的
社
会
的
な
恩
恵

を
受
け
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
々
、
と
く
に
、
フ
ジ
モ
リ
政
権

と
ト
レ
ド
政
権
の
下
で
進
め
ら
れ
た
新
自
由
主
義
的
な
経
済
政
策
の

恩
恵
を
享
受
で
き
な
か
っ
た
と
感
じ
た
ペ
ル
ー
の
南
部
や
東
部
に
住

む
人
々
か
ら
一
定
の
支
持
を
集
め
た
。
し
か
し
、
中
道
路
線
に
親
近

感
を
示
す
、
過
半
数
近
く
の
有
権
者
の
支
持
は
得
ら
れ
な
い
状
態
に

あ
っ
た
。
ま
た
、
ウ
マ
ラ
の
過
激
性
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
民

主
制
度
に
反
す
る
（antisistem

a

）
候
補
と
い
う
批
判
を
生
み
、
忌

避
さ
れ
た
。

ウ
マ
ラ
は
、
ペ
ル
ー
民
族
主
義
党
（Partido N

acionalista 
Peruano

）
と
い
う
独
自
の
政
党
を
旗
揚
げ
し
、
そ
の
政
党
登
録
を

目
指
し
た
が
、
大
統
領
選
挙
立
候
補
締
切
ま
で
に
果
た
せ
な
い
情
勢

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
す
で
に
政
党
登
録
が
済
ん
で
い
る
い
く
つ
か

の
左
翼
系
の
政
党
と
接
触
、
交
渉
し
、
最
終
的
に
は
ペ
ル
ー
統
一
運

動
（U

nión por el Perú

）＊＊
＊

の
大
統
領
候
補
と
し
て
選
挙
に
臨
む
こ

と
と
な
っ
た
。

投
票
意
思
調
査
で
二
位
に
つ
け
た
の
は
、
フ
ロ
レ
ス
で
あ
っ

た
。
フ
ロ
レ
ス
は
、
中
道
右
派
の
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
（Partido 

Popular Cristiano

）
に
所
属
す
る
有
力
政
治
家
で
、
今
回
の
選
挙

は
、
一
九
九
五
年
と
前
回
の
二
〇
〇
一
年
の
大
統
領
選
挙
に
続
き
三

回
目
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
年
の
選
挙
で
は
、
再
選
を
目

指
し
た
フ
ジ
モ
リ
が
圧
倒
的
な
優
位
に
立
っ
て
い
た
状
況
の
下
、
立

候
補
し
た
も
の
の
支
持
が
ま
っ
た
く
集
ま
ら
ず
、
選
挙
運
動
の
途
中

で
立
候
補
を
辞
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う
失
態
を
演
じ
た
。

二
〇
〇
一
年
の
選
挙
で
は
、
ト
レ
ド
が
有
利
に
選
挙
戦
を
進
め
て
い

た
も
の
の
過
半
数
に
届
か
ず
決
選
投
票
は
必
至
と
見
ら
れ
て
い
た
情

勢
に
お
い
て
、
ガ
ル
シ
ア
と
激
し
い
二
位
争
い
を
演
じ
、
得
票
率
で

一
・
五
％
、
一
六
万
強
の
票
差
で
三
位
に
甘
ん
じ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

人
民
党
は
、
勢
力
基
盤
の
拡
大
を
目
的
に
、
フ
ロ
レ
ス
の
主
導
に

よ
っ
て
二
〇
〇
一
年
の
選
挙
か
ら
、
専
門
職
業
家
や
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー

ト
な
ど
が
結
成
し
た
小
さ
な
政
治
勢
力
と
国
民
団
結
連
合
（U

nidad 
N

acional

）
を
結
成
し
て
お
り
、
今
回
の
選
挙
で
も
、
フ
ロ
レ
ス
は

こ
の
国
民
団
結
連
合
の
大
統
領
候
補
と
し
て
立
候
補
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
内
に
は
、
こ
の
連
合
路
線
を
め
ぐ
っ
て
対
立

が
あ
る
。
推
進
派
の
フ
ロ
レ
ス
に
対
し
、
党
と
し
て
独
自
の
存
在
感

を
示
し
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
勢
力
が
存
在
す
る＊＊

＊

。
た

だ
、
フ
ロ
レ
ス
が
連
合
路
線
を
こ
れ
ま
で
貫
く
こ
と
が
で
き
て
い
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る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
の
創
設
者
ル
イ
ス
・
ベ
ド
ヤ
（Luis 

Bedoya
）
が
、
公
式
に
は
引
退
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実

質
的
な
最
高
指
導
者
と
し
て
隠
然
た
る
影
響
力
を
党
内
に
有
し
て
い

て
、贔
屓
に
し
て
い
る
フ
ロ
レ
ス
を
後
押
し
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

同
様
の
理
由
か
ら
、
大
統
領
選
挙
へ
の
最
初
の
挑
戦
の
際
、
政
治
生

命
に
響
い
て
も
不
可
思
議
で
は
な
い
よ
う
な
失
態
を
演
じ
て
お
き
な

が
ら
、
そ
の
後
も
フ
ロ
レ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
の
推
す
候
補
と

し
て
大
統
領
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
一
月
に
決
選
投
票
の
行
わ
れ
た
隣
国
チ
リ
で
は
、
女

性
の
大
統
領
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
ペ
ル
ー
で
も
、
チ
リ

に
続
く
女
性
大
統
領
誕
生
の
可
能
性
が
広
く
報
じ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、フ
ロ
レ
ス
は
、選
挙
戦
に
入
る
前
か
ら
、

主
に
二
つ
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
第
一
は
、
リ
マ
に
支
持
基
盤
が

集
中
し
、地
方
に
勢
力
を
伸
ば
せ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
フ
ロ
レ
ス
の
限
界
と
い
う
よ
り
も
、
フ
ロ
レ
ス
の
出
身
政

党
の
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
が
歴
史
的
に
抱
え
て
き
た
限
界
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
に
実
施
さ
れ
た
地
方
選
挙
の
う
ち
郡
レ
ベ
ル
の
選
挙
結

果
を
み
る
と＊＊

＊

、国
民
団
結
連
合
の
得
票
全
体
の
実
に
七
四
・
八
％
が
、

リ
マ
郡＊＊

＊

で
得
た
得
票
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
第
二
の
限
界
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
選
挙
に
向
け
て
、

こ
の
リ
マ
郡
で
の
支
持
も
、
必
ず
し
も
確
約
さ
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
の
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
国
民
団

結
連
合
が
リ
マ
郡
長
候
補
に
指
名
し
当
選
を
果
た
し
た
ル
イ
ス
・
カ

ス
タ
ニ
ェ
ダ
（Luis Castañeda

）＊＊
＊

の
動
向
と
関
係
し
て
い
た
。

郡
長
に
就
任
後
、
カ
ス
タ
ニ
ェ
ダ
の
施
政
は
人
気
を
呼
び
、

八
〇
％
前
後
と
い
う
高
い
支
持
率
を
維
持
し
た
。
そ
の
た
め
、
カ

ス
タ
ニ
ェ
ダ
は
次
第
に
大
統
領
候
補
の
一
人
と
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
大
統
領
選
挙
の
投
票
意
思
調
査
で
は
、
フ
ロ
レ
ス
以
上

の
支
持
を
集
め
て
い
た
（Inform

e de opinón data, enero de 
2003-diciem

bre de 2004

）。

し
か
し
、
リ
マ
の
行
政
に
専
念
す
る
と
の
理
由
で
、
二
〇
〇
五
年

三
月
に
カ
ス
タ
ニ
ェ
ダ
は
大
統
領
選
挙
へ
の
不
出
馬
を
表
明
し
た
。

カ
ス
タ
ニ
ェ
ダ
支
持
票
は
、
連
合
組
織
へ
の
支
持
で
は
な
く
、
個
人

へ
の
支
持
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
、
盟
友
で
あ
る
は
ず
の
フ
ロ
レ
ス

の
支
持
へ
と
は
回
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
民
団
結
連
合
の
結
束

の
弱
さ
、
な
ら
び
に
、
ペ
ル
ー
の
支
持
形
態
の
特
徴
で
あ
る
、
組
織

で
は
な
く
政
治
家
個
人
へ
の
支
持
の
反
映
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
盟
友
の
支
持
票
を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
基
盤
を
固
め
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
奇
妙
な
課
題
を
フ
ロ
レ
ス
は
抱
え
て
い
た
の

で
あ
る
。

結
果
的
に
当
選
す
る
こ
と
と
な
る
ガ
ル
シ
ア
は
、
立
候
補
届
出
締

め
切
り
後
の
投
票
意
思
調
査
で
は
三
位
だ
っ
た
。
ガ
ル
シ
ア
は
、

一
九
九
〇
年
に
政
権
を
フ
ジ
モ
リ
に
引
き
継
い
だ
後
、
再
起
を
期
し

た
が
、
フ
ジ
モ
リ
に
よ
る
九
二
年
の
憲
法
停
止
措
置
を
受
け
て
コ
ロ

ン
ビ
ア
に
亡
命
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
の
フ
ジ
モ
リ
政
権
崩
壊
の

後
ま
で
ペ
ル
ー
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
ア
プ
ラ

党
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
ガ
ル
シ
ア
の
内
部
支
配

が
維
持
さ
れ
た
。
フ
ジ
モ
リ
政
権
崩
壊
後
の
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、

ガ
ル
シ
ア
に
関
す
る
不
正
蓄
財
容
疑
の
訴
追
を
裁
判
所
が
取
り
消
す

判
決
を
下
し
た
こ
と
を
受
け＊＊

＊

、
ガ
ル
シ
ア
は
亡
命
か
ら
帰
国
し
、

二
〇
〇
一
年
の
大
統
領
選
挙
に
臨
ん
だ
。

こ
の
選
挙
で
は
、
反
フ
ジ
モ
リ
票
を
ま
と
め
た
ト
レ
ド
が
四
〇
％

前
後
の
支
持
を
集
め
有
利
に
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
ト
レ
ド
の
対
抗

馬
と
し
て
は
、
最
初
フ
ロ
レ
ス
が
二
位
に
つ
け
た
。
ガ
ル
シ
ア
は
出

だ
し
こ
そ
遅
れ
た
が
、
フ
ロ
レ
ス
へ
の
支
持
が
伸
び
悩
む
な
か
、
地

方
を
地
道
に
回
っ
て
最
終
段
階
で
フ
ロ
レ
ス
と
な
ら
び
、
投
票
で
は

フ
ロ
レ
ス
を
僅
差
の
一
・
五
％
で
抜
い
て
二
位
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

ト
レ
ド
と
の
決
選
投
票
で
は
、
フ
ロ
レ
ス
派
な
ど
が
ト
レ
ド
支
持
に

回
っ
た
こ
と
か
ら
、
勝
利
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

復
帰
を
目
指
し
た
二
度
目
の
挑
戦
に
あ
た
る
今
回
の
選
挙
で
も
、

ま
ず
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
ア
プ
ラ
党
政
権
下
で
の
混
迷
の
経
験

と
記
憶
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
く
に
年
齢
の
高
い
層
は
ガ

ル
シ
ア
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
批
判
に
対
し
、
ガ
ル
シ
ア

は
、
失
敗
し
た
経
済
政
策
な
ど
を
教
訓
と
し
、
変
化
し
た
現
在
に
見

合
っ
た
新
た
な
政
策
の
実
施
を
公
約
し
た
が
、
一
般
的
に
は
懐
疑
的

な
反
応
が
多
か
っ
た＊＊

＊

。

ま
た
、
前
回
の
二
〇
〇
一
年
選
挙
で
は
、
雄
弁
な
ガ
ル
シ
ア
に
惹

か
れ
、
選
挙
運
動
時
か
ら
、
ア
プ
ラ
党
に
入
党
す
る
若
い
世
代
の
有

権
者
も
一
定
程
度
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
ガ
ル
シ
ア
の

権
威
主
義
的
な
内
部
支
配
が
強
く
、
刷
新
も
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
旧

態
依
然
と
し
て
い
る
同
党
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
離
党
者
が

続
出
す
る
事
態
が
生
じ
た
。
結
局
は
、
ア
プ
ラ
党
の
勢
力
は
拡
大
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
二
〇
〇
二
年
の
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
ガ
ル
シ
ア
の
主

導
の
下
、
党
員
以
外
の
専
門
家
や
職
業
人
な
ど
を
候
補
者
に
立
て
党

の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
よ
う
と
し
た
が
、
党
中
央
主
導
で
進
め
ら
れ

た
こ
の
動
き
を
中
央
か
ら
の
不
当
な
干
渉
だ
と
し
て
反
発
し
た
地
方

組
織
の
指
導
者
も
多
く
、
同
様
に
党
勢
を
殺
ぐ
結
果
と
な
っ
た
。
他

方
、
ガ
ル
シ
ア
が
力
を
入
れ
た
州
レ
ベ
ル
の
選
挙
で
は
、
二
五
州
の

う
ち
の
一
三
州
で
ア
プ
ラ
党
の
州
知
事
が
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
就

任
後
、
汚
職
が
発
覚
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
、
ア
プ
ラ
党
政
権
時
代

の
暗
い
記
憶
を
改
め
て
呼
び
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
ガ
ル
シ
ア
に
し
て
も
、
ア
プ
ラ
党
の

伝
統
的
基
盤
で
あ
る
ペ
ル
ー
北
部
で
一
定
の
支
持
を
得
て
い
た
も
の

の
、
全
体
と
し
て
支
持
が
大
き
く
伸
張
す
る
要
素
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
か
っ
た
。

主
要
三
候
補
の
選
出
過
程
は
、
選
挙
法
が
期
待
し
た
よ
う
な
民
主

的
な
過
程
で
は
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
と
ア
プ
ラ
党
で
は

党
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
ペ
ル
ー
統
一
運
動
で
は
代
表
者
会
議
で
大

統
領
候
補
が
指
名
さ
れ
た＊＊

＊

。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
最
高
指

導
者
あ
る
い
は
幹
部
の
支
配
の
下
で
「
内
部
選
挙
過
程
」
が
演
出
さ

れ
た
に
す
ぎ
ず
、
党
員
が
自
由
に
参
加
し
平
等
な
条
件
の
下
で
競
い
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合
う
過
程
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
の
フ
ロ
レ
ス
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
隠
然
た
る
強
い
影
響
力
を
持
つ
ベ
ド
ヤ
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
現
実
を
前
に
党
内
か
ら
対
立
候
補
が
立
た
な
い
な
か
で

「
選
出
」
さ
れ
た
（E

l com
ercio; La república, 24 de octubre 

de 2005

）。
ベ
ド
ヤ
の
実
質
的
な
党
内
支
配
に
鑑
み
、
対
抗
馬
と
し

て
立
候
補
し
て
も
最
初
か
ら
勝
ち
目
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
結
果
で

あ
っ
た
。

他
方
、
ア
プ
ラ
党
の
内
部
選
挙
で
は
、
ガ
ル
シ
ア
以
外
の
候
補
者

も
名
乗
り
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
党
の
要
と
な
る
す
べ
て
の
ポ
ス
ト

に
自
ら
の
配
下
の
者
を
据
え
て
い
る
ガ
ル
シ
ア
が
、
党
内
選
挙
で

敗
退
す
る
可
能
性
は
事
前
に
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た＊＊

＊

。
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
に
近
い
得
票
率
で
ガ
ル
シ
ア
の
ア
プ
ラ
党
か
ら
の
立
候

補
が
確
定
し
た
（E

l com
ercio; La república, 21 de noviem

bre 
de 2005

）
の
も
、
い
わ
ば
既
定
路
線
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
ウ
マ
ラ
を
大
統
領
候
補
に
決
定
し
た
ペ
ル
ー
統
一
運
動
の

代
表
者
会
議
は
、
同
運
動
の
幹
部
が
ウ
マ
ラ
と
会
合
し
て
事
前
に
決

定
し
た
内
容
を
追
認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
ウ
マ
ラ
を
大
統
領
候

補
と
す
る
幹
部
の
決
定
に
反
対
す
る
派
が
内
部
に
存
在
し
た
た
め
、

幹
部
の
意
向
を
「
円
滑
に
承
認
す
る
」
よ
う
、
代
表
者
会
議
の
実

施
に
は
、
開
催
日
を
急
遽
変
更
す
る
な
ど
、
幹
部
に
よ
る
恣
意
的

な
操
作
が
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
加
え
ら
れ
た
（E

l com
ercio, 19 de 

diciem
bre de 2005

）＊＊
＊

。

Ⅲ　

選
挙
戦
の
展
開
と
選
挙
結
果

二
〇
〇
六
年
一
月
初
旬
の
大
統
領
選
挙
立
候
補
届
出
締
め
切
り
か

ら
選
挙
戦
が
本
格
化
し
た
。
選
挙
戦
の
緒
戦
で
は
、
ウ
マ
ラ
の
躓
き

を
背
景
に
フ
ロ
レ
ス
が
優
位
を
回
復
し
た
（
図
１
参
照
）。
ウ
マ
ラ

陣
営
で
は
、
路
線
の
違
い
や
個
人
的
な
摩
擦
か
ら
ウ
マ
ラ
が
親
族
と

対
立
を
起
こ
し
た
。
ま
た
、
ウ
マ
ラ
が
軍
の
対
テ
ロ
作
戦
に
従
事
し

て
い
た
際
に
人
権
侵
害
事
件
に
関
与
し
た
疑
い
が
持
た
れ
た
ほ
か
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
と
会
い
、
チ
ャ
ベ
ス
の
支
持
を
誇

示
し
た
の
に
対
し
、
内
政
干
渉
と
の
批
判
が
起
き
る
な
ど
し
て
、
ウ

マ
ラ
の
政
治
指
導
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
傷
つ
い
た
。
そ
の
反
動

と
し
て
、
フ
ロ
レ
ス
へ
の
支
持
が
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
フ
ロ
レ
ス
は
そ
の
優
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

む
し
ろ
そ
の
支
持
は
低
下
傾
向
を
示
し
た
。
そ
れ
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
ず
、
三
月
半
ば
に
は
、
つ
い
に
ウ
マ
ラ
に
逆
転
さ
れ
て
し
ま
う

（
図
１
参
照
）。
支
持
低
下
の
主
原
因
は
、
フ
ロ
レ
ス
が
単
調
な
選
挙

運
動
に
終
始
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

フ
ロ
レ
ス
は
、
各
地
を
回
り
、
ペ
ル
ー
初
の
女
性
大
統
領
が
誕
生

す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
だ
が
、
右
派
、
企
業
家
、
上
層
、
リ
マ

を
代
表
す
る
政
治
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
。
二

人
の
副
大
統
領
候
補
に
は
、
リ
マ
出
身
の
企
業
家
と
ペ
ル
ー
南
部
の

ア
レ
キ
パ
出
身
の
弁
護
士
を
選
び
、
自
ら
に
つ
い
て
世
論
一
般
が
抱

い
て
い
た
前
記
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
っ
そ
う
強
め

る
結
果
と
な
っ
た
。
と
く
に
、
人
口
の
過
半
数
以
上
を
占
め
る
貧
困

層
に
属
す
る
女
性
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
声
を
代
弁
す
る
候
補
と
フ

ロ
レ
ス
を
見
做
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ロ
レ
ス
が
女
性
と
い
う
側

面
や
貧
困
対
策
を
含
む
社
会
支
援
政
策
の
拡
充
を
繰
り
返
し
訴
え
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
主
張
が
貧
困
層
の
女
性
た
ち
に
届
く
こ
と

は
つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
ロ
レ
ス
は
、
地
方
や
貧
困
層
集
住
地
区
へ
の
遊
説
を
意

欲
的
に
行
っ
た
も
の
の
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
域
を
回
る
こ
と
を

最
後
ま
で
優
先
し
た
。
結
果
的
に
、
各
地
で
の
滞
在
時
間
が
限
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
広
場
で
の
集
会
に
顔
を
出
す
だ
け
で
次
の
訪
問
地

へ
向
か
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ペ
ル
ー
の
各
地
を
飛
び
回
っ

た
わ
り
に
は
、一
般
の
人
々
と
の
接
触
が
薄
い
選
挙
運
動
と
な
っ
た
。

フ
ロ
レ
ス
が
「
わ
が
道
を
行
く
」
選
挙
運
動
で
支
持
を
徐
々
に
低

下
さ
せ
る
間
、
ウ
マ
ラ
は
、
一
方
で
、
過
激
、
左
翼
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
多
少
な
り
と
も
変
え
よ
う
と
し
た
。
副
大
統
領
候
補
の
一
人
に

通
貨
発
行
権
を
持
つ
ペ
ル
ー
中
央
銀
行
の
理
事
経
験
者
を
迎
え
、
経

済
政
策
で
は
必
ず
し
も
急
進
的
で
は
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。

ま
た
、
外
国
投
資
へ
の
敵
意
を
剥
き
出
し
に
す
る
こ
と
は
控
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ほ
か
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
と
の
関
係
を

誇
示
す
る
こ
と
も
一
時
的
に
止
め
た
。
他
方
、
新
自
由
主
義
的
な
経

済
政
策
を
転
換
し
、
貧
困
層
の
た
め
の
政
策
を
前
面
に
打
ち
出
す
必

要
性
を
い
っ
そ
う
強
く
訴
え
る
よ
う
に
な
り
、
ペ
ル
ー
南
部
な
ら
び

に
貧
困
層
を
中
心
に
支
持
を
固
め
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
戦
術
に

よ
り
、ウ
マ
ラ
の
緒
戦
の
躓
き
は
、三
月
初
旬
に
は
克
服
さ
れ
た
（
図

１
参
照
）。

た
だ
し
、
ウ
マ
ラ
の
ペ
ル
ー
南
部
に
お
け
る
支
持
固
め
は
必
ず
し

も
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
と
ク
ス
コ
県
の
境
を
流
れ
る
ア
プ
リ
マ
ク
川

沿
い
で
麻
薬
不
法
栽
培
に
従
事
す
る
農
民
に
つ
い
て
観
察
さ
れ
た
。

ウ
マ
ラ
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
ボ
リ
ビ
ア
で
当
選
し
た
「
誤
っ

た
左
翼
」
の
一
人
モ
ラ
レ
ス
大
統
領
に
倣
い
、
コ
カ
葉
の
栽
培
を
先

住
民
の
伝
統
と
し
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
麻
薬
の
不

法
栽
培
に
関
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
主
導
す
る
強
制
的
な
根

絶
の
方
針
に
は
反
対
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
姿
勢
に
よ
り
、
麻
薬
不
法

栽
培
農
民
、
特
に
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
と
ク
ス
コ
県
の
人
々
の
支
持
を
取

り
付
け
よ
う
と
し
た
。
こ
の
地
域
の
麻
薬
栽
培
農
民
の
う
ち
の
お
よ

そ
三
分
の
一
は
ウ
マ
ラ
支
持
に
傾
い
て
い
て
、
三
分
の
一
が
支
持
を

決
め
か
ね
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
残
り
の
三
分
の
一
は
毛
沢
東
系
の

反
政
府
武
装
集
団
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
同
地
域
の
約
三
分
の
二
の
麻
薬
栽
培
農
民
の
支
持
を
ウ
マ
ラ

が
得
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
六
年
二
月
上
旬
に
締
め
切
ら
れ
た
国
会
議
員

名
簿
の
人
選
を
め
ぐ
り
、
麻
薬
不
法
栽
培
農
民
の
有
力
指
導
者
を
全

員
取
り
込
ま
ず
、
ま
た
取
り
込
ん
だ
場
合
で
も
名
簿
の
低
い
順
位
に
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割
り
当
て
た
。
こ
れ
に
反
発
し
た
麻
薬
栽
培
農
民
側
は
、
大
統
領
選

挙
で
ウ
マ
ラ
を
支
持
す
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
積
極
的
に
参
画

し
な
か
っ
た
。
と
く
に
、
ク
ス
コ
県
側
の
農
民
た
ち
に
そ
う
し
た
傾

向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

他
方
、
ガ
ル
シ
ア
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
政
権
時
の
失
敗
や

ア
プ
ラ
党
の
州
政
府
の
問
題
に
起
因
す
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
十

分
に
克
服
で
き
ず
、
当
初
は
一
〇
％
台
後
半
の
支
持
率
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
ガ
ル
シ
ア
も
フ
ロ
レ
ス
と
同
様
に
地
方
や
貧
困
層
集
住
地

区
を
意
欲
的
に
回
る
一
方
、
新
自
由
主
義
的
な
経
済
政
策
を
修
正

し
、
貧
困
、
雇
用
、
社
会
救
済
な
ど
経
済
社
会
面
で
の
課
題
を
優
先

的
に
克
服
す
る
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
た
だ
、
前
半
は
、
ペ
ル
ー

各
地
を
回
る
こ
と
を
優
先
し
、
各
地
の
滞
在
時
間
が
限
ら
れ
る
結
果

と
な
る
と
い
う
、
フ
ロ
レ
ス
と
同
様
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

た
。そ

う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
見
る
に
見
か
ね
た
幹
部
経
験
者
な
ど

が
、
訪
問
先
の
数
を
多
少
減
ら
し
て
で
も
、
各
地
に
滞
在
す
る
時
間

を
少
し
で
も
延
ば
し
、
一
般
の
人
々
と
の
接
触
の
機
会
を
で
き
る
だ

け
増
や
す
戦
術
に
変
更
す
る
よ
う
、
二
月
に
入
っ
て
ガ
ル
シ
ア
の
側

近
に
提
案
し
た
。
ガ
ル
シ
ア
は
そ
れ
を
聞
き
入
れ
、
遊
説
先
に
で
き

る
だ
け
長
く
滞
在
し
、
一
般
の
人
々
と
の
接
触
を
図
る
機
会
を
持
つ

よ
う
に
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｃ
、
二
〇
〇
六

年
）。
こ
の
戦
術
変
更
の
結
果
、二
月
の
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

ガ
ル
シ
ア
へ
の
支
持
は
少
し
上
昇
し
、
二
〇
％
台
前
半
に
乗
せ
た
。

そ
の
後
、
ガ
ル
シ
ア
は
こ
の
水
準
を
維
持
す
る
（
図
１
参
照
）＊＊

＊

。

ま
た
、
ガ
ル
シ
ア
は
、
第
一
副
大
統
領
候
補
に
海
軍
の
退
役
軍
人

を
指
名
し
た
。
こ
れ
は
、
今
回
の
選
挙
か
ら
、
軍
人
と
警
察
官
に
対

し
、
そ
れ
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
投
票
権
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
と
関
係
し
て
い
る
。
退
役
軍
人
を
副
大
統
領
候
補
に
据
え
る
こ
と

で
、
約
一
〇
万
人
の
軍
人
、
な
ら
び
に
そ
の
家
族
か
ら
の
得
票
を

期
待
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
候
補
と
な
っ
た
退
役
軍
人
は
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
ガ
ル
シ
ア
政
権
に
よ
る
代
表
的
な
人
権
侵
害

事
件
の
ひ
と
つ
、
刑
務
所
暴
動
を
鎮
圧
し
三
〇
〇
名
近
く
の
犠
牲
者

を
出
し
た
一
九
八
六
年
の
事
件
が
起
き
た
際
に
、
鎮
圧
に
当
た
っ
た

海
軍
の
特
殊
部
隊
の
指
揮
官
だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ガ
ル
シ
ア
は
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
め
に
猛
威
を
振
る
っ
た
テ
ロ
に
対

す
る
作
戦
に
関
わ
る
人
権
侵
害
と
い
う
汚
点
を
持
つ
軍
に
、
こ
の
面

か
ら
も
安
心
で
き
、
ま
た
頼
る
こ
と
が
で
き
る
候
補
者
で
あ
る
と
の

印
象
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

四
月
九
日
の
投
票
結
果
は
、
ウ
マ
ラ
が
フ
ロ
レ
ス
を
逆
転
し
た

後
の
優
位
を
保
ち
一
位
と
な
っ
た
が
、
過
半
数
に
は
遠
く
及
ば
な

い
三
〇
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
注
目
さ
れ
た
二
位
争
い
は
、
前
回
の

二
〇
〇
一
年
の
選
挙
と
同
様
に
、
最
終
段
階
で
ガ
ル
シ
ア
が
フ
ロ

レ
ス
を
追
い
抜
く
展
開
と
な
っ
た
。
選
挙
運
動
に
変
化
を
つ
け
な

か
っ
た
フ
ロ
レ
ス
へ
の
支
持
が
低
下
し
続
け
、
前
述
の
よ
う
な
戦
術

の
変
更
を
行
っ
た
ガ
ル
シ
ア
が
最
終
段
階
で
追
い
抜
い
た
の
で
あ

る
。
両
者
の
差
は
、
二
〇
〇
一
年
の
時
よ
り
も
小
さ
く
、
得
票
率
で

〇
・
五
％
、
票
数
で
は
六
万
と
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
全
体
と
し
て
は
、
過
半
数
に
迫
る
有
力
な
勢
力
が
存
在
せ

ず
、
各
政
党
は
有
効
投
票
の
三
割
以
下
の
票
数
し
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
フ
ジ
モ
リ
政
権
以
降
に
見
ら
れ
る
小
党
分
裂
化
の
傾
向
が
改
め

て
示
さ
れ
た
選
挙
結
果
で
あ
っ
た＊＊

＊

（
表
２
参
照
）。

同
時
に
、
四
月
の
選
挙
結
果
は
、
各
有
力
候
補
に
対
す
る
支
持
に

地
域
的
な
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ガ
ル
シ
ア
は
ペ
ル
ー
北

部
、
フ
ロ
レ
ス
は
中
部
、
ウ
マ
ラ
は
南
部
と
東
部
で
比
較
的
高
い
支

持
を
得
た
（
表
３
参
照
）。
北
部
の
ガ
ル
シ
ア
へ
の
支
持
は
、
ア
プ

ラ
党
の
伝
統
的
な
地
盤
が
そ
の
発
祥
の
地
に
存
在
し
続
け
て
い
る
こ

と
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
部
の
フ
ロ
レ
ス
へ
の
支
持
は
、
そ

の
七
四
・
六
％
、
四
分
の
三
が
リ
マ
郡
で
の
得
票
で
あ
り
、
キ
リ
ス

ト
教
人
民
党
の
地
盤
の
限
界
を
改
め
て
示
し
た
形
と
な
っ
た＊＊

＊

。
ま

た
、
ウ
マ
ラ
へ
の
支
持
が
集
ま
っ
た
南
部
や
東
部
は
、
す
で
に
指

摘
し
た
よ
う
に
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
下
で
近
年
活
況
を
呈
し
て

い
る
輸
出
経
済
と
は
縁
の
な
い
地
域
で
、
そ
の
分
、
人
々
の
直
面
す

る
状
況
は
厳
し
く
、
ま
た
現
状
へ
の
不
満
も
よ
り
強
く
見
ら
れ
る
地

域
で
あ
る
。
多
少
な
り
と
も
支
持
基
盤
を
有
す
る
政
治
勢
力
が
存
在

2,985,858（24.3%）PAP（ガルシア）
2,923,280（23.8%）UN（フロレス）
912,420　（7.4%）AF（チャベス）
706,156　（5.6%）FC（パニアグア）
989,413　（8.1%）その他

12,275,358有効投票総数
1,737,045白票
619,573無効票

14,632,003投票総数
1,862,903（11.3%）棄権数

16,494,906有権者数

3,758,258（30.6%）UPP（ウマラ）

（出典）ONPE（2006）をもとに筆者作成。
（注）各勢力（候補）の得票率は有効投票総

数に占める割合（四捨五入の関係で総
計は 100% にならない）。また、棄権率
は有権者数に占める割合。

　　　略語：UPP＝ペルー統一運動、PAP＝
アプラ党、UN＝国民団結連合、AF＝
未来連合、FC＝中道戦線。 

表 2　大統領選挙一次投票結果

668,257
（24.0%）

979,324
（35.1%）

474,204
（17.0%）

282,135
（10.1%）

175,672
（ 6.3%）

209,648
（ 7.5%）

2,789,240
（100%）

北部

1,809,572
（27.0%）

1,539,342
（23.0%）

1,953,604
（29.1%）

490,582
（ 7.3%）

375,039
（ 5.6%）

537,358
（ 8.0%）

6,705,497
（100%）

中部

1,105,043
（52.7%）

336,701
（16.1%）

292,547
（14.0%）

111,203
（ 5.3%）

85,095
（ 4.1%）

165,808
（ 7.9%）

2,096,397
（100%）

南部

168,961
（36.9%）

89,021
（19.4%）

65,097
（14.2%）

10,658
（ 2.3%）

65,561
（14.3%）

58,653
（12.8%）

457,951
（100%）

東部

UPP PAP UN AF FC その他 合計

表 3　地域別の大統領選挙結果（一次投票）

（出典）ONPE（2006）をもとに筆者作成。
（注）略語：UPP＝ペルー統一運動、PAP＝アプラ党、UN＝国民団結連合、
　　　AF＝未来連合、FC＝中道戦線。

地域：北部＝ママソナス県、カハマルカ県、ラ・リベルタ県、ラン
バイエケ県、ピウラ県、サン・マルティン県、トゥンベス県。中部
＝アンカシ県、ワンカベリカ県、ワヌコ県、イカ県、フニン県、リマ県、
パスコ県。南部＝アプリマク県、アレキパ県、アヤクチョ県、クス
コ県、モケグア県、プノ県、タクナ県。東部＝ロレト県、マドレ・デ・
ディオス県、ウカヤリ県。
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し
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
う
し
た
不
満
が
、
国
家
の
役

割
を
強
調
し
た
ウ
マ
ラ
の
急
進
的
改
革
路
線
と
共
鳴
し
た
の
で
あ
っ

た
。大

統
領
選
挙
と
同
時
に
実
施
さ
れ
た
国
会
議
員
選
挙
で
も
、
小
党

分
裂
化
が
見
ら
れ
た
。
一
院
制
議
会
の
定
員
一
二
〇
名
の
内
訳
は
、

ペ
ル
ー
統
一
運
動
四
五
、
ア
プ
ラ
党
三
六
、
国
民
団
結
連
合
一
七
、

未
来
連
合
一
三
、
中
道
戦
線
五
、「
可
能
な
ペ
ル
ー
」
党
二
、
国
家

再
建
運
動
二
で
あ
っ
た
。
与
党
と
な
る
ア
プ
ラ
党
は
過
半
数
を
握
れ

ず
、
し
か
も
議
会
の
最
大
勢
力
で
も
な
い
存
在
と
な
っ
た＊＊

＊

。

大
統
領
選
挙
の
当
選
者
の
確
定
は
、

上
位
二
名
の
候
補
の
間
で
行
わ
れ
る
決

選
投
票
（
六
月
四
日
実
施
）
へ
持
ち
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
決
選
投
票
に

向
け
た
選
挙
過
程
で
は
、
ガ
ル
シ
ア
へ

の
支
持
が
先
行
し
た
。
ガ
ル
シ
ア
へ
の

支
持
は
、
五
五
％
以
上
の
水
準
に
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
ウ
マ
ラ
へ
の
支
持

は
四
五
％
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
２

参
照
）。

ガ
ル
シ
ア
の
優
位
は
、
ウ
マ
ラ
と
ガ

ル
シ
ア
の
間
の
争
い
が
、「
権
威
主
義

と
民
主
主
義
の
間
の
選
択
」
と
い
う
観

点
か
ら
捉
え
ら
れ
、
経
済
路
線
で
も
穏

健
な
「
ガ
ル
シ
ア
の
方
が
ま
だ
ま
し
で
あ
る
」
と
考
え
る
傾
向
が
存

在
し
た
こ
と
が
基
調
に
あ
る
。
ガ
ル
シ
ア
も
そ
の
点
を
決
選
投
票
に

向
け
た
選
挙
運
動
で
強
調
し
た
。
と
く
に
、
フ
ロ
レ
ス
の
支
持
母
体

で
あ
る
国
民
団
結
連
合
は
支
持
す
る
候
補
者
を
公
式
に
決
定
せ
ず
、

各
支
持
者
の
判
断
に
任
せ
る
と
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
が
、
フ
ロ
レ

ス
に
投
票
し
た
有
権
者
の
多
く
は
、
消
去
法
に
よ
る
消
極
的
な
選
択

の
結
果
と
し
て
、
ガ
ル
シ
ア
支
持
に
回
っ
た
。
五
月
二
一
日
に
行
わ

れ
た
両
候
補
者
の
間
の
公
開
討
論
で
も
、
ガ
ル
シ
ア
は
失
点
す
る
こ

と
な
く
、
一
定
の
優
位
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

た
だ
し
、
ガ
ル
シ
ア
へ
の
支
持
は
漸
減
傾
向
を
、
ウ
マ
ラ
へ
の
支

持
は
そ
の
分
だ
け
漸
増
傾
向
を
示
し
た
（
図
２
参
照
）。
ウ
マ
ラ
は
、

有
力
指
導
者
各
人
が
独
自
の
政
党
を
作
っ
て
い
て
極
端
な
分
裂
化
が

進
ん
で
い
る
左
派
勢
力
の
一
部
か
ら
支
持
を
得
つ
つ
、
南
部
を
中
心

と
す
る
支
持
の
多
い
地
域
で
、
さ
ら
に
支
持
を
伸
ば
す
選
挙
運
動
を

重
点
的
に
行
い
、
徐
々
に
支
持
を
広
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

決
選
投
票
の
結
果
は
、
ガ
ル
シ
ア
へ
の
支
持
が
さ
ら
に
低
下
し
た

が
、
ガ
ル
シ
ア
優
位
の
傾
向
を
追
認
し
た
。
得
票
率
は
ガ
ル
シ
ア

五
二
・
六
％
、
ウ
マ
ラ
四
七
・
四
％
と
、
両
者
の
差
は
五
％
強
で
あ
っ

た
（
表
４
参
照
）＊＊

＊

。

地
域
別
で
は
、
ガ
ル
シ
ア
は
ペ
ル
ー
の
北
部
と
中
部
で
勝
利
し
、

ウ
マ
ラ
は
南
部
と
東
部
で
強
さ
を
示
し
た
（
表
５
参
照
）。
と
く
に
、

ア
プ
ラ
党
の
元
々
の
地
盤
で
あ
る
北
部
に
加
え
、
有
権
者
全
体
の

三
〇
・
六
％
を
擁
す
る
最
大
の
票
田
で
あ
る
リ
マ
県
で
勝
利
し
た
こ

と
が
、ガ
ル
シ
ア
が
ウ
マ
ラ
を
振
り
切
っ
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

中
部
で
も
、
リ
マ
県
を
除
い
た
他
の
県
で
は
、
ウ
マ
ラ
が
過
半
数
を

上
回
る
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
か
ら
、
リ
マ
県
で
の
勝
利
は
ガ
ル
シ

ア
の
勝
利
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
一
次
投
票
で
は
リ
マ
県

で
の
勝
者
は
フ
ロ
レ
ス
で
あ
っ
た
が
、
フ
ロ
レ
ス
の
支
持
者
の
多
く

が
「
民
主
主
義
と
権
威
主
義
の
間
の
選
択
」
と
の
観
点
に
立
っ
て
決

選
投
票
で
は
ガ
ル
シ
ア
支
持
に
回
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
勝
利
に
大
き

く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ウ
マ
ラ
へ
の
支
持
の
漸
増

傾
向
は
、
リ
マ
県
で
の
ガ
ル
シ
ア
優
位
と
い
う
条
件
の
下
で
、
い
ず

れ
は
頭
打
ち
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。

ペ
ル
ー
の
民
政
移
管
後
に
実
施
さ
れ
て
き
た
選
挙
の
こ
れ
ま
で
の

例
に
漏
れ
ず
、
今
回
の
選
挙
戦
で
も
、
具
体
的
な
政
策
提
言
に
基
づ

い
た
建
設
的
な
論
争
は
主
要
候
補
者
の
間
で
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。

具
体
的
に
詰
め
ら
れ
た
方
向
性
や
政
策
が
選
挙
過
程
を
通
じ
て
合
意

な
い
し
了
解
と
し
て
収
斂
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
ペ
ル
ー
の
二
〇
〇
六
年
選
挙
に
つ
い
て
俯
瞰
的
な
分

析
を
行
っ
て
き
た
。
ト
レ
ド
政
権
の
停
滞
と
い
う
背
景
の
下
で
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
他
の
多
く
の
国
と
同
様
、
従
来
と
ら
れ
て

き
た
新
自
由
主
義
的
な
経
済
政
策
の
見
直
し
を
支
持
す
る
世
論
が
ペ

1,795,251
（57.6%）

1,323,264
（42.4%）

北部

4,048,658
（57.7%）

2,984,837
（42.4%）

中部

2,857,014
（62.0%）

1,753,347
（38.0%）

　リマ県

1,191,644
（49.2%）

1,231,490
（50.8%）

　リマ県以外

710,416
（30.5%）

1,617,669
（69.5%）

南部

244,641
（47.7%）

267,876
（52.3%）

東部

PAP UPP

表 5　地域別の大統領選挙結果
　　　（決選投票）

（出典）ONPE（2005）をもとに筆者作成。
（注）地域は表３に同じ。

40

50

60

5 月 4日 11日 18日 25日 投票結果

図2　大統領選挙の候補者支持率（決選投票）

ガルシア

ウマラ
6,270,080（47.4%）UPP（ウマラ）

13,235,097有効投票総数
157,863白票

1,075,089無効票
14,468,049投票総数
2,026,857（12.3%）棄権数

16,494,906有権者数

6,965,017（52.6%）PAP（ガルシア）

表 4　大統領選挙決戦投票結果

（出典）ONPE（2006）をもとに筆者作成。
（注）各勢力（候補）の得票率は有効投票総

数に占める割合。また、棄権率は有権
者数に占める割合。
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ル
ー
で
も
強
ま
っ
た
。
こ
の
流
れ
の
な
か
で
、
新
自
由
主
義
を
原
則

支
持
す
る
フ
ロ
レ
ス
は
、
そ
の
単
調
な
選
挙
運
動
と
相
俟
っ
て
、
緒

戦
で
得
た
支
持
を
維
持
で
き
ず
徐
々
に
低
下
さ
せ
た
。
選
挙
戦
の
中

盤
か
ら
フ
ロ
レ
ス
に
代
わ
っ
て
先
頭
を
走
っ
た
の
が
左
派
系
の
ウ
マ

ラ
で
あ
り
、
ま
た
一
次
投
票
の
投
票
日
に
は
、
中
道
左
派
の
ガ
ル
シ

ア
が
フ
ロ
レ
ス
を
追
い
抜
い
た
。
決
選
投
票
は
新
自
由
主
義
に
批
判

的
な
候
補
同
士
の
争
い
と
な
っ
た
が
、
過
激
、
急
進
的
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
の
強
い
ウ
マ
ラ
が
、「
権
威
主
義
と
民
主
主
義
の
間
の
選
択
」

と
い
う
対
立
軸
が
形
成
さ
れ
る
な
か
で
支
持
を
十
分
に
伸
ば
せ
ず
、

主
に
リ
マ
県
に
お
け
る
フ
ロ
レ
ス
派
の
多
く
か
ら
支
持
を
得
た
ガ
ル

シ
ア
が
逃
げ
切
っ
て
大
統
領
に
当
選
し
た
。
こ
う
し
て
ペ
ル
ー
で

は
、「
誤
っ
た
左
派
」
の
政
権
は
誕
生
し
な
か
っ
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
民
政
移
管
後
の
政
党
政
治

が
失
敗
し
て
以
降
、
小
党
分
裂
化
す
る
ペ
ル
ー
政
治
の
基
調
を
改

め
て
示
し
た
。
圧
倒
的
な
人
気
を
背
景
に
フ
ジ
モ
リ
が
圧
勝
し
た

一
九
九
五
年
選
挙
を
除
き
、
九
〇
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
〇
一
年
、
今

回
と
、
大
統
領
・
国
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
び
に
、（
ａ
）
過

半
数
を
制
し
た
勢
力
が
不
在
で
決
選
投
票
を
経
て
大
統
領
が
選
ば
れ

る
、（
ｂ
）
与
党
が
議
会
で
過
半
数
に
届
か
な
い
、
と
い
う
現
象
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
一
定
の
勢
力
を
中

長
期
に
わ
た
り
維
持
で
き
る
政
党
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
起
こ
っ

て
い
る
現
象
で
あ
る
。

そ
し
て
、
政
党
に
対
す
る
国
民
の
支
持
と
信
頼
が
回
復
し
て
い
な

い
の
は
、
政
党
が
旧
態
依
然
と
し
て
い
て
最
高
指
導
者
に
よ
る
権
威

主
義
的
な
支
配
が
存
続
し
、
政
党
自
体
が
開
か
れ
た
政
治
空
間
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
今
回
の

選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
政
党
法
が
実
施
を
規
定
し
て

い
る
候
補
者
選
出
の
た
め
の
党
内
選
挙
の
実
施
過
程
に
如
実
に
示
さ

れ
て
い
る
。
主
要
な
大
統
領
候
補
は
、
い
ず
れ
も
各
勢
力
の
最
高
指

導
者
か
そ
の
支
持
を
得
て
い
る
有
力
者
で
あ
り
、
党
内
部
の
実
権
を

握
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
実
施
さ
れ
た
候
補
者
選
出
の
内
部

選
挙
過
程
は
、
実
質
的
に
は
、
最
高
指
導
者
な
い
し
有
力
者
の
統
制

の
下
に
あ
り
、
そ
の
意
向
に
反
し
た
結
果
が
出
る
可
能
性
は
内
部
選

挙
実
施
前
か
ら
皆
無
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
最
高
指
導
者
な
い
し
そ

れ
に
支
持
さ
れ
た
有
力
者
以
外
の
党
員
が
大
統
領
候
補
に
な
る
こ
と

は
想
像
も
つ
か
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る＊＊

＊

。

ペ
ル
ー
政
治
に
お
け
る
小
党
分
裂
化
は
、
近
年
に
限
っ
て
見
ら
れ

る
傾
向
で
は
な
い
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
歴
史

的
に
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
〇
年
の
民
政
移

管
前
に
実
施
さ
れ
た
数
少
な
い
選
挙
の
な
か
で
比
較
的
正
確
に
民
意

を
反
映
し
た
と
見
ら
れ
る
六
二
年
の
選
挙
と
今
回
の
選
挙
の
結
果
を

比
較
し
て
み
る
と
、
細
部
で
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
な
傾

向
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
（
表
６
参
照
）。
こ
の
四
〇

年
以
上
も
前
の
選
挙
で
も
、
三
つ
の
勢
力
、
つ
ま
り
、
最
も
急
進
的

な
ア
プ
ラ
党
、
改
革
志
向
の
人
民
行
動
党
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の

連
合
、
伝
統
的
な
寡
頭
支
配
勢
力
を
代
表
し
た
オ
ド
リ
ア
国
民
団

結
運
動
が
、
主
要
な
勢
力
で
あ
っ
た
（
今
回
の
選
挙
で
は
、
ペ
ル
ー

統
一
運
動
、
ア
プ
ラ
党
、
国
民
団
結
連
合
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
）。

六
二
年
の
選
挙
結
果
で
も
、
ア
プ
ラ
党
は
北
部
で
は
強
い
が
、
他
の

地
域
で
は
得
票
率
が
低
か
っ
た
。
ま
た
、
南
部
と
東
部
で
勝
利
し
た

勢
力
は
、
中
部
で
も
一
定
の
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
保
守
系

の
勢
力
は
、
中
部
（
具
体
的
に
は
リ
マ
県
）
で
の
得
票
が
多
い
。
要

す
る
に
、
支
持
に
地
域
的
な
偏
り
が
存
在
し
、
全
国
レ
ベ
ル
で
ほ

ぼ
均
一
的
な
支
持
を
集
め
る
政
党
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
加
え

て
、
各
地
域
で
の
支
持
と
は
い
っ
て
も
、
過
半
数
を
超
え
る
場
合
は

稀
で
、
圧
倒
的
な
支
持
を
獲
得
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
脆
弱
な

組
織
的
基
盤
し
か
な
い
政
党
が
並
立
す
る
状
態
は
、
ペ
ル
ー
の
過
去

の
歴
史
に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
歴
史
的
な
宿

と
も
い
え
る
小
党
分
裂
化
傾
向
を
克

服
す
る
方
向
に
ガ
ル
シ
ア
政
権
は
動
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
六
年
七
月
末
に
発
足
し
た
ガ
ル
シ
ア
政
権
は
、
最
初
の
三
ヶ

月
間
は
六
〇
％
の
高
い
支
持
率
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
述

べ
た
、
ト
レ
ド
政
権
末
期
に
見
ら
れ
た
、
将
来
に
対
す
る
楽
観
的
態

度
が
い
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
一
六
人
の
閣
僚
の
う
ち
、

首
相
を
含
む
五
ポ
ス
ト
を
ア
プ
ラ
党
員
に
、
他
の
五
閣
僚
を
ア
プ
ラ

党
に
近
い
人
物
に
充
て
た
も
の
の
、
経
済
財
政
相
を
含
む
六
閣
僚
に

は
党
と
は
関
係
の
な
い
専
門
家
を
起
用
し
、
ま
た
、
女
性
閣
僚
は
こ

れ
ま
で
で
最
高
の
六
名
（
党
員
一
、
党
に
近
い
人
物
二
、
党
と
関
係

な
い
専
門
家
三
）
と
す
る
な
ど
、開
か
れ
た
政
権
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー

ジ
を
ガ
ル
シ
ア
が
演
出
し
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
よ
う
。
議

会
で
は
、
議
長
は
ア
プ
ラ
党
員
だ
が
、
三
名
の
副
議
長
に
は
野
党
勢

力
を
招
き
（
〇
六
〜
〇
七
年
は
ペ
ル
ー
統
一
運
動
、
国
民
団
結
連
合
、

未
来
連
合
、
〇
七
〜
〇
八
年
は
ペ
ル
ー
統
一
運
動
、
未
来
連
合
、
無
所

属
系
か
ら
）、
こ
の
事
実
上
の
連
合
で
少
数
与
党
に
よ
る
議
会
運
営

上
の
不
安
定
性
を
凍
結
さ
せ
て
い
る
。
政
策
面
で
も
、
経
済
財
政
相

に
財
政
均
衡
な
ど
を
重
視
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
マ
ク
ロ
経
済
路

線
を
主
張
す
る
専
門
家
を
起
用
し
、
経
済
界
や
国
際
金
融
機
関
に
安

UPP PAP UN PAP AP-DC UNO政党
24.0 35.1 17.0 52.4 19.0 22.3北部
27.0 23.0 29.1 29.1 32.7 32.2中部
52.7 16.1 14.0 19.0 48.3 23.9南部
36.9 19.4 14.2 27.8 44.6 23.8東部

2006 年選挙（一次投票） 1962 年選挙

表 6　大統領選挙結果の比較（2006 年と 1962 年）

（出典）ONPE（2006）、JNE（1984: 1254）をもとに筆者作成。
（注）略語：UPP＝ペルー統一運動、PAP＝アプラ党、UN＝

国民団結連合、AP-DC＝人民行動党・キリスト教民主党、
UNO＝オドリア国民団結運動。
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心
感
を
与
え
た
。
加
え
て
、
選
挙
運
動
中
は
明
確
な
立
場
を
示
さ
な

か
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
自
由
貿
易
協
定
に
つ
い
て
、
同
協
定

を
批
准
す
る
よ
う
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
働
き
か
け
た
り
、
他
方
、
選

挙
運
動
中
に
提
案
し
て
い
た
、
現
行
の
一
九
九
三
年
憲
法
に
代
え
て

そ
の
前
の
七
九
年
憲
法
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
慎
重
と
な
る
な
ど
、

現
実
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
、
ガ
ル
シ
ア
へ
の
支
持
を
高

め
て
い
る
一
因
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
ア
プ
ラ
党
内
の
ガ
ル

シ
ア
支
配
は
依
然
と
し
て
強
い
ま
ま
続
い
て
お
り
、
党
内
改
革
が
始

ま
る
予
兆
も
見
ら
れ
な
い
。

組
織
の
脆
弱
性
と
い
う
点
で
は
、
与
党
の
ア
プ
ラ
党
の
み
な
ら

ず
、
他
の
政
党
も
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
ガ
ル
シ
ア
と
大
統
領
選
挙

を
最
後
ま
で
争
っ
た
ウ
マ
ラ
の
勢
力
も
、
選
挙
後
に
元
々
の
ウ
マ
ラ

派
（
そ
の
政
党
が
ペ
ル
ー
民
族
主
義
党
）
と
暖
簾
を
貸
し
た
ペ
ル
ー

統
一
運
動
と
の
間
の
軋
轢
が
増
し
、
す
で
に
両
者
の
溝
は
修
復
し
が

た
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
現
れ
が
二
〇
〇
六
年

一
一
月
に
行
わ
れ
た
地
方
選
挙
で
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
勢
力

と
し
て
参
加
し
た
。

同
時
に
こ
の
選
挙
で
は
、
ガ
ル
シ
ア
、
ウ
マ
ラ
、
フ
ロ
レ
ス
の
主

要
大
統
領
候
補
が
所
属
す
る
勢
力
が
軒
並
み
敗
退
し
、
改
め
て
小
党

分
裂
化
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
州
知
事
選
挙
で
は
、
全
体
の
二
六

州
の
う
ち
、
ア
プ
ラ
党
二
、
ペ
ル
ー
統
一
運
動
一
な
ど
議
会
で
議
席

を
持
つ
政
党
の
当
選
は
限
ら
れ
て
い
て
、
全
体
の
七
割
五
分
の
二
〇

は
地
方
勢
力
が
占
め
た
。
同
様
に
、
全
国
に
一
九
四
あ
る
郡
長
選
挙

で
は
、
ア
プ
ラ
党
一
八
、
ペ
ル
ー
統
一
運
動
一
三
、
ペ
ル
ー
民
族
主

義
党
一
一
、
人
民
行
動
党
八
な
ど
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
全
体
の
六

割
弱
に
当
た
る
一
一
四
郡
で
地
方
勢
力
の
郡
長
が
誕
生
し
た
。
小
党

分
裂
化
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

ま
た
、
小
党
分
裂
化
と
関
連
し
て
、
ペ
ル
ー
で
は
、
方
向
性
を
含

め
政
策
上
の
合
意
が
存
在
し
な
い
状
態
が
歴
史
的
に
続
い
て
き
た
。

ガ
ル
シ
ア
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
面
で
も
変
化
へ
の
兆
し
は
な

い
。
大
統
領
就
任
後
、
ガ
ル
シ
ア
は
、
輸
出
に
向
け
た
ア
ン
デ
ス
高

地
の
開
発
や
、
選
挙
で
敗
北
し
た
ペ
ル
ー
南
部
の
開
発
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
社
会
開
発
の
提
案
を
公
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
具

体
的
か
つ
中
長
期
的
な
全
体
像
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
方
向
性
に
関

す
る
幅
広
い
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
現
実
的
な
構

想
と
な
る
よ
う
な
議
論
も
進
ん
で
い
な
い
状
態
で
あ
る＊＊

＊

。
そ
う
し
た

な
か
、
外
国
資
本
が
入
っ
て
い
る
電
話
部
門
に
関
し
、
基
本
料
金
を

廃
止
す
る
法
案
を
一
方
的
に
議
会
で
可
決
す
る
な
ど
、
短
期
的
な
観

点
か
ら
支
持
を
維
持
す
る
政
策
運
営
に
時
間
を
費
や
す
場
面
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
経
済
社
会
面
で
の
高
い
期
待
が
一
定
程
度
満
た
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
人
々
が
感
じ
る
に
つ
れ
て
、
支
持
率
が
低
下
し
て

き
て
い
る
。
就
任
時
に
六
〇
％
前
後
だ
っ
た
支
持
率
は
徐
々
に
低
下

し
、
二
〇
〇
七
年
四
月
以
降
は
五
〇
％
を
切
っ
て
現
在
に
い
た
っ
て

い
る
。
ガ
ル
シ
ア
政
権
は
平
穏
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
前
述
の

よ
う
な
歴
史
的
課
題
に
鑑
み
る
と
、
今
後
の
展
開
は
決
し
て
楽
観
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

◉
注

＊
１　

大
統
領
選
挙
の
候
補
者
数
は
、一
九
八
〇
年
一
五
、八
五
年
八
、九
〇

年
九
、九
五
年
一
四
、二
〇
〇
〇
年
九
、〇
一
年
八
。
議
会
選
挙
の
参
加

政
党
数
は
、
一
九
八
〇
年
一
五
、八
五
年
一
二
、九
〇
年
一
六
、九
五
年

二
〇
、二
〇
〇
〇
年
一
〇
、〇
一
年
一
三
で
あ
っ
た
（
二
院
制
だ
っ
た

九
〇
年
ま
で
は
上
院
議
員
選
挙
の
数
字
。
九
五
年
以
降
は
一
院
制
議
会

で
、
二
〇
〇
〇
年
の
選
挙
ま
で
は
全
国
一
区
、
〇
一
年
以
降
は
複
数
選

挙
区
制
で
あ
る
）。

＊
２　

ペ
ル
ー
の
大
統
領
選
挙
は
、
有
効
投
票
の
過
半
数
以
上
の
支
持
を

得
た
候
補
が
い
な
い
場
合
、
上
位
二
名
に
よ
る
決
選
投
票
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
ア
プ
ラ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
革
命
人
民
同
盟
（A

lianza Popular 
Revolucionaria A

m
ericana

）
の
頭
文
字
の
略
で
、
ビ
ク
ト
ル
・

ラ
ウ
ル
・
ア
ヤ
・
デ
ラ
ト
レ
（V

íctor Rául H
aya de la T

orre　

一
八
九
五
〜
一
九
七
九
年
）
が
亡
命
先
の
メ
キ
シ
コ
で
一
九
二
四
年
に

結
成
し
た
民
族
主
義
的
な
革
命
運
動
で
あ
る
。
ア
ヤ
は
三
〇
年
に
帰
国

し
、
翌
年
ア
プ
ラ
党
を
結
成
す
る
。
当
初
は
戦
闘
的
で
、
大
土
地
所
有

者
や
輸
出
業
者
な
ど
か
ら
な
る
寡
頭
支
配
層
に
寄
っ
て
い
た
軍
と
鋭
く

対
立
し
た
が
、二
〇
世
紀
後
半
に
入
り
穏
健
化
し
て
改
革
路
線
を
歩
み
、

最
終
的
に
は
社
会
民
主
主
義
に
合
流
し
た
。
創
設
者
の
ア
ヤ
が
長
ら
く

最
高
指
導
者
と
し
て
党
を
指
揮
し
、
そ
の
死
後
、
一
時
党
内
が
混
乱
し

た
が
、
八
三
年
に
ア
ヤ
の
愛
弟
子
だ
っ
た
ガ
ル
シ
ア
が
最
高
指
導
者
と

な
り
、
現
在
ま
で
そ
の
党
内
支
配
が
続
い
て
い
る
。
ガ
ル
シ
ア
は
八
五

年
か
ら
九
〇
年
ま
で
政
権
に
就
い
た
。
ア
プ
ラ
党
の
現
状
に
つ
い
て
は

以
下
の
本
文
を
参
照
。

＊
３　

本
特
集
の
導
入
解
説
を
参
照
。

＊
４　

政
党
法
（Congreso de la República 2003

）
の
一
九
条
〜

二
三
条
お
よ
び
二
五
条
、
二
六
条
を
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
非
暴

力
的
手
段
で
政
権
獲
得
を
目
指
す
集
団
を
一
般
的
に
政
党
と
呼
ぶ
。
政

治
運
動
と
自
称
し
そ
の
存
在
を
政
党
と
区
別
し
て
い
る
団
体
で
も
、
非

暴
力
的
手
段
で
政
権
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
場
合
は
一
括
し
て
政
党
と

す
る
。

＊
５　

フ
ジ
モ
リ
政
権
や
ペ
ル
ー
の
政
党
に
つ
い
て
は
、
村
上
（2004
）

を
参
照
。

＊
６　

ト
レ
ド
政
権
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
い
ま
だ
存
在
し
な

い
。A

zpur, et al. (2004); Ballón, et al. (2002); Pedraglio, et al. 
(2005); T

oche, et al. (2003); T
oche y Paredes eds.(2006) 

は
、

ト
レ
ド
政
権
の
分
析
を
毎
年
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
邦
語
で
は
、
遅

野
井
（2005

）
な
ど
。
な
お
、
本
節
と
次
節
は
、
村
上
（2005

）
の
第

一
節
と
第
三
節
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
７　

フ
ジ
モ
リ
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
連
続
し
て
三
選
を

果
た
し
た
も
の
の
、
そ
の
三
選
立
候
補
は
違
憲
性
が
疑
わ
れ
た
ほ
か
、

選
挙
過
程
の
公
正
さ
に
疑
義
が
持
た
れ
、
国
際
的
な
認
知
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
側
近
の
汚
職
発
覚
を
発
端
に
フ
ジ
モ
リ
は

政
権
を
追
わ
れ
る
。
フ
ジ
モ
リ
政
権
の
展
開
と
崩
壊
や
二
〇
〇
一
年
選

挙
に
つ
い
て
は
、
村
上
（2004

）
を
参
照
。

＊
８　

た
だ
し
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
は
、
大

統
領
支
持
率
が
一
時
的
に
上
昇
し
三
〇
％
に
ま
で
達
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
〇
二
年
一
〇
月
に
非
嫡
子
の
娘
を
認
知
し
た
ほ
か
、

一
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
地
方
選
挙
の
選
挙
運
動
も
兼
ね
て
、
貧
困

層
を
対
象
と
し
た
住
宅
建
設
計
画
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
集
合
住
宅
の

引
き
渡
し
式
に
出
席
す
る
な
ど
、
早
朝
か
ら
貧
困
層
集
住
地
区
や
地
方

へ
視
察
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
フ
ジ
モ
リ
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の
ス
タ
イ
ル
を
真
似
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
の
人
々
が

実
感
で
き
る
成
果
が
一
向
に
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果
も

持
続
せ
ず
、
〇
三
年
三
月
以
降
、
支
持
率
は
低
下
し
、
一
〇
％
台
で
再

び
低
迷
し
た
。

＊
９　

高
ま
る
動
員
に
堪
え
か
ね
た
ト
レ
ド
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
か

ら
、
政
党
や
社
会
勢
力
と
話
し
合
う
協
和 

（concertación

）
と
呼
ば
れ

る
対
話
の
過
程
を
始
め
、
翌
年
七
月
、
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
実
行
さ

れ
る
べ
き
「
国
民
的
合
意
（A

cuerdo N
acional

）」
が
調
印
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
は
総
花
的
で
、
優
先
度
が
不
明
な
ほ
か
、
実
施
の

具
体
的
な
方
法
や
過
程
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
効
性
が
ま
っ
た
く
な

い
。
ト
レ
ド
政
権
下
で
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
実
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ

た
。
ト
レ
ド
の
後
を
継
い
だ
ガ
ル
シ
ア
は
、
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
い

て
「
国
民
的
合
意
」
を
実
行
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
な
い
。「
国
民
的
合

意
」
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、「
ト
レ
ド
の
合
意
文
書
」
と
し
て
忘
れ

ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

＊
10　

く
わ
し
く
は
、
村
上
（2004

）
の
第
一
章
を
参
照
。

＊
11　

期
待
感
の
高
ま
り
は
、
一
二
ヶ
月
後
の
家
族
の
経
済
状
況
を
尋
ね

た
調
査
で
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
以
降
、「
良
く
な
る
」
と
の
回
答
が

三
〇
％
を
超
え
、「
悪
く
な
る
」
が
二
〇
％
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
は
「
悪
く
な
る
」
が
「
良
く
な

る
」
を
上
回
る
か
、
両
者
が
ほ
ぼ
同
水
準
の
回
答
だ
っ
た
（Inform

e 
de opinón data, julio de 2006: 33

）。

＊
12　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
初
旬
、
フ
ジ
モ
リ
は
政
権
崩
壊
直
前
か
ら
滞

在
し
て
い
た
日
本
を
後
に
し
、
チ
リ
へ
出
国
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
引

き
渡
し
請
求
の
審
査
に
厳
格
な
チ
リ
に
赴
き
、
そ
の
存
在
感
を
示
す
と

と
も
に
、
自
派
の
国
会
議
員
選
挙
運
動
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
フ
ジ
モ
リ
は
、
当
局
に
拘
束
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
一
週
間
か
ら

一
〇
日
ほ
ど
と
読
み
、
そ
の
間
に
選
挙
運
動
を
精
力
的
に
行
う
つ
も
り

に
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
チ
リ
当
局
は
入
国
か
ら
一
日
を
経
ず
し
て
フ

ジ
モ
リ
を
拘
束
し
た
。
フ
ジ
モ
リ
が
大
統
領
選
挙
に
出
馬
で
き
な
い
と

自
覚
し
て
い
た
こ
と
は
、
最
終
的
に
は
失
敗
し
た
が
、
〇
五
年
一
月
か

ら
再
三
に
わ
た
り
、
親
族
の
あ
る
人
物
に
対
し
大
統
領
候
補
に
な
る
よ

う
説
得
し
た
事
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
フ
ジ
モ
リ
の
意
図
や

行
動
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｂ
（
二
〇
〇
六
年
ａ
）
に
よ
る
。

な
お
、
フ
ジ
モ
リ
は
〇
七
年
一
〇
月
に
汚
職
や
人
権
侵
害
の
容
疑
で
ペ

ル
ー
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。
引
き
渡
し
の
判
決
が
、
事
実
や
十
分
な
証
拠

に
基
づ
い
た
司
法
判
断
と
い
う
よ
り
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
思
惑
の

結
果
で
あ
っ
た
こ
と
は
、人
権
侵
害
事
件
の
引
き
渡
し
理
由
の
筆
頭
に
、

一
九
九
二
年
の
い
わ
ゆ
る
「
自
主
ク
ー
デ
タ
」
以
後
に
フ
ジ
モ
リ
が
強

い
権
限
を
掌
握
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
公
表
さ
れ
た
ワ
ー
ド

版
の
判
決
文
の
一
七
七
ペ
ー
ジ
）
が
、
引
き
渡
し
を
認
め
ら
れ
た
事
件

の
な
か
に
は
「
自
主
ク
ー
デ
タ
」
の
前
に
発
生
し
た
バ
リ
オ
ス
・
ア
ル

ト
ス
（Barrios A

ltos

）
事
件
が
含
ま
れ
て
い
て
矛
盾
し
て
い
る
点
が

象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。

＊
13　

チ
ャ
ベ
ス
は
、
自
分
よ
り
人
気
の
あ
る
フ
ジ
モ
リ
の
親
族
と
は
距

離
を
お
い
て
独
自
の
選
挙
運
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
フ
ジ
モ

リ
支
持
者
を
広
く
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｂ
、
二
〇
〇
六
年
ｂ
）。
他
方
、
パ
ニ
ア
グ
ア
は
温
厚
な
学
者
肌
で
中
間

層
の
一
部
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
タ
イ
プ
で
は
あ
る
も
の
の
、
有
権
者
の

過
半
数
以
上
を
占
め
る
下
層
の
人
々
に
は
ア
ピ
ー
ル
し
な
か
っ
た
。

＊
14　

ペ
ル
ー
統
一
運
動
は
、
元
々
は
、
ハ
ビ
エ
ル
・
ペ
レ
ス
・
デ
ク
エ

ヤ
ル
（Javier Pérez de Cuellar

）
元
国
連
事
務
総
長
を
フ
ジ
モ
リ
の

対
抗
馬
と
し
て
一
九
九
五
年
の
大
統
領
選
挙
に
担
ぎ
出
す
目
的
で
反
フ

ジ
モ
リ
派
勢
力
の
一
部
が
結
成
し
た
政
党
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
思
想

的
に
は
左
右
両
派
が
内
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
九
五
年
選
挙
の
後
、
ま

ず
右
派
が
離
れ
、
続
い
て
左
派
の
間
で
派
閥
争
い
が
生
じ
、
勢
力
を
弱

め
た
。
九
九
年
二
月
に
は
ペ
レ
ス
・
デ
ク
エ
ヤ
ル
が
ペ
ル
ー
統
一
運
動

の
第
一
線
か
ら
身
を
引
く
と
発
表
す
る
と
、
左
派
の
一
部
に
よ
る
支
配

が
固
ま
る
一
方
、
多
く
の
国
民
か
ら
は
忘
れ
去
ら
れ
た
。

＊
15　

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
翌
年
ま
で
国
会
議
長
を
務
め
た
ア

ン
テ
ロ
・
フ
ロ
レ
ス
（A

ntero Flores

）
が
い
る
。
〇
七
年
に
、
Ａ
・

フ
ロ
レ
ス
は
ガ
ル
シ
ア
政
権
の
米
州
機
構
大
使
に
任
命
さ
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
人
民
党
を
去
っ
た
。
最
高
指
導
者
の
意
向
か
ら
外
れ
た
党
員
は
党

を
去
る
か
追
放
さ
れ
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
運
命
で
あ
る
。
こ
の
例
も
そ

の
新
た
な
例
と
な
っ
た
。

＊
16　

ペ
ル
ー
の
地
方
行
政
区
分
は
、
最
小
が
区
（distrito

）
で
、
郡

（provincia

）、
県
（departam

ento

）
の
順
に
大
き
く
な
る
。
従
来
、

区
と
郡
の
首
長
な
ら
び
に
議
員
を
選
出
す
る
の
が
地
方
選
挙
で
あ
っ
た

が
、二
〇
〇
二
年
の
地
方
選
挙
よ
り
、県
を
州
（región

）
に
読
み
替
え
、

州
の
首
長
（
州
知
事
）
と
議
員
の
選
挙
も
同
時
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
州
は
県
を
そ
の
ま
ま
移
行
さ
せ
た
も
の
だ
が
、リ
マ
県
の
み
、

首
都
リ
マ
を
含
む
リ
マ
郡
と
そ
れ
以
外
の
郡
部
に
分
け
ら
れ
、
前
者
に

つ
い
て
は
リ
マ
郡
長
が
州
知
事
を
兼
ね
、
後
者
は
リ
マ
州
と
し
て
州
の

知
事
と
議
員
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

＊
17　

首
都
リ
マ
を
含
む
地
方
行
政
区
。
日
本
で
は
リ
マ
市
と
訳
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
正
確
に
は
リ
マ
郡
で
、
そ
の
首
長
も
、
リ
マ
市
長
で

は
な
く
、
リ
マ
郡
長
（alcalde provincial de Lim

a

）
で
あ
る
。
本

論
で
は
、
リ
マ
郡
（
長
）
で
統
一
す
る
。

＊
18　

カ
ス
タ
ニ
ェ
ダ
は
、
元
々
は
人
民
行
動
党
に
属
し
て
い
た
政
治
家

で
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
リ
マ
郡
議
会
議
員
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
。

そ
の
後
独
立
し
、
フ
ジ
モ
リ
政
権
下
の
一
九
九
〇
年
か
ら
九
六
年
ま
で

社
会
保
険
庁
の
長
官
を
務
め
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
立
候

補
し
た
が
、
フ
ジ
モ
リ
の
前
に
敗
退
し
た
。

＊
19　

ガ
ル
シ
ア
が
訴
追
の
取
消
を
必
要
と
し
た
の
は
、
現
在
は
効
力
を

失
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
、
何
ら
か
の
訴
追
が
あ
る
と
選
挙
に
立
候
補

で
き
な
い
こ
と
を
定
め
た
法
律
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

ガ
ル
シ
ア
は
、
い
ま
だ
司
法
権
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
モ
ン
テ
シ
ノ

ス
と
側
近
を
通
じ
密
か
に
連
絡
を
取
り
、
訴
追
取
消
工
作
を
依
頼
し
た
。

モ
ン
テ
シ
ノ
ス
の
影
響
下
に
あ
っ
た
裁
判
官
が
ガ
ル
シ
ア
に
対
す
る
訴

追
の
取
消
を
命
じ
た
。
ガ
ル
シ
ア
の
連
絡
役
を
務
め
た
の
は
、
後
に
モ

ン
テ
シ
ノ
ス
と
の
関
係
が
公
と
な
り
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ア
グ
ス

テ
ィ
ン
・
マ
ン
テ
ィ
ジ
ャ
（A

gustín M
antilla

）
元
内
務
大
臣
で
あ
っ

た
。
マ
ン
テ
ィ
ジ
ャ
は
、
モ
ン
テ
シ
ノ
ス
と
の
関
係
は
自
分
の
み
の
責

任
と
主
張
し
、
ガ
ル
シ
ア
や
党
に
責
任
が
及
ば
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

（
た
だ
し
、
二
〇
〇
六
年
七
月
に
マ
ン
テ
ィ
ジ
ャ
が
「
モ
ン
テ
シ
ノ
ス
と

の
会
合
は
命
令
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
っ
た
」
と
漏
ら
し
、
ガ
ル
シ
ア
か

ら
の
指
示
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
こ
と
が
あ
る
）。
一
九
九
〇
年
以

降
の
ガ
ル
シ
ア
と
ア
プ
ラ
党
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
村
上
（2004

）

を
参
照
。

＊
20　

筆
者
が
二
〇
〇
二
年
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ア
プ
ラ
党
の
ベ
テ
ラ

ン
幹
部
経
験
者
も
同
意
見
だ
っ
た
。
こ
の
元
幹
部
に
よ
れ
ば
、
ガ
ル
シ

ア
は
「
人
を
押
し
退
け
て
前
に
進
む
際
、
以
前
は
何
も
言
わ
ず
に
進
ん

だ
が
、
今
は
『
失
礼
』
と
言
う
こ
と
ぐ
ら
い
は
す
る
」
程
度
の
違
い
で

あ
る
と
述
べ
た
。
要
す
る
に
口
だ
け
で
実
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
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う
の
で
あ
る
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｃ
、
二
〇
〇
二
年
）。

＊
21　

政
党
法
二
四
条
は
、
党
員
・
非
党
員
の
参
加
す
る
選
挙
、
党
員
の

み
の
選
挙
、
そ
の
他
党
規
則
の
定
め
る
方
式
の
三
つ
の
内
部
選
挙
方
法

を
認
め
て
い
る
。
最
後
の
そ
の
他
の
方
式
と
は
、
た
と
え
ば
、
代
表
者

会
議
に
よ
る
選
出
で
あ
る
（Congreso de la República 2003

）。

＊
22　

ア
プ
ラ
党
幹
部
経
験
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｃ
（
二
〇
〇
六
年
）

に
よ
る
。
な
お
、
政
党
法
は
、
党
の
指
導
層
に
つ
い
て
も
党
内
選
挙
を

義
務
づ
け
て
い
る
が
、
そ
の
過
程
を
第
三
者
が
監
視
す
る
な
ど
公
正
な

内
部
選
挙
を
保
証
す
る
仕
組
み
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
党
内
支

配
を
確
立
し
て
い
る
最
高
指
導
者
な
い
し
幹
部
は
、
自
ら
の
配
下
の
者

を
党
の
主
要
な
地
位
に
据
え
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
。

＊
23　

主
要
候
補
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
人
民
行
動
党
の
政
治
家
で
同

党
を
中
心
と
す
る
中
道
戦
線
の
大
統
領
候
補
と
な
っ
た
パ
ニ
ア
グ
ア

も
、
同
党
の
幹
部
の
既
定
路
線
で
あ
っ
た
。
パ
ニ
ア
グ
ア
は
、
フ
ジ
モ

リ
政
権
崩
壊
後
の
暫
定
政
府
を
率
い
る
暫
定
大
統
領
と
な
っ
た
。
パ
ニ

ア
グ
ア
が
暫
定
大
統
領
だ
っ
た
二
〇
〇
一
年
二
月
、
人
民
行
動
党
の
あ

る
ベ
テ
ラ
ン
幹
部
経
験
者
は
、
二
〇
〇
六
年
選
挙
で
の
同
党
の
大
統
領

候
補
は
パ
ニ
ア
グ
ア
で
あ
る
と
断
言
し
た
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｄ
）。

＊
24　

図
１
に
示
さ
れ
る
と
お
り
フ
ロ
レ
ス
と
ウ
マ
ラ
が
一
位
争
い
を
し

て
い
て
一
般
的
に
は
ガ
ル
シ
ア
当
選
の
可
能
性
は
低
い
と
見
ら
れ
て
い

た
二
〇
〇
六
年
二
月
の
時
点
で
、
非
ア
プ
ラ
党
員
で
五
〇
歳
代
の
二
名

の
ペ
ル
ー
人
専
門
家
筋
が
、ウ
マ
ラ
と
ガ
ル
シ
ア
が
決
選
投
票
に
残
り
、

最
終
的
に
は
ガ
ル
シ
ア
が
当
選
す
る
と
確
信
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
視
角
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
最
大
の
理
由
は
、
フ

ロ
レ
ス
に
対
す
る
支
持
の
脆
弱
性
（
頭
打
ち
や
低
下
、
動
員
さ
れ
た
支

持
で
本
物
で
は
な
い
と
い
っ
た
点
）
で
あ
っ
た
。
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
見
識
を
持
っ
た
者
が
ペ
ル
ー
に
も
い
た
こ
と
を
両
氏
の
名
誉
の
た
め

に
記
し
て
お
き
た
い
。

＊
25　

二
〇
〇
二
年
の
地
方
選
挙
で
観
察
さ
れ
た
小
党
分
裂
傾
向
に
つ
い

て
は
、
村
上
（2005

：13-14

）
を
参
照
。

＊
26　

フ
ロ
レ
ス
の
得
票
全
体
に
占
め
る
リ
マ
郡
で
の
得
票
も
四
九
・
八
％

と
高
い
。
ウ
マ
ラ
の
そ
れ
は
二
五
・
六
％
、
ガ
ル
シ
ア
の
場
合
は

二
九
・
一
％
で
あ
る
。

＊
27　

国
会
議
員
選
挙
は
県
を
単
位
と
す
る
二
五
の
選
挙
区
で
実
施
さ
れ

る
。
各
選
挙
区
の
議
員
定
数
は
有
権
者
数
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
。
ま

た
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
選
挙
で
全
体
の
得
票
率
が
四
％
未
満
、
な
い

し
二
つ
以
上
の
選
挙
区
で
総
計
五
名
の
議
員
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
政
党
は
、
議
席
を
獲
得
で
き
な
い
、
と
い
う
「
足
き
り
」
条
項

が
選
挙
法
に
追
加
さ
れ
た
（Congreso de la República 2005

）。

＊
28　

決
選
投
票
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
政
権
時
の
失
敗
を
背
負
う

ガ
ル
シ
ア
、
強
権
的
な
ウ
マ
ラ
、
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
先

行
し
て
い
た
二
候
補
の
間
で
行
わ
れ
た
た
め
、
投
票
前
に
は
、
両
者
を

忌
避
す
る
有
権
者
が
多
い
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た
。
決
選
投
票
で
の

白
票
、
無
効
票
、
棄
権
の
な
か
に
は
、
そ
う
し
た
態
度
を
と
っ
た
人
々

の
票
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
表
２
と
表
４
を
比

較
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
数
値
と
し
て
明
確
に
は
現
れ
な
か
っ
た
。

＊
29　

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
の
メ
キ
シ
コ
大
統
領
選
挙
で
当
選

し
た
与
党
国
民
行
動
党
の
候
補
フ
ェ
リ
ペ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
（Felipe 

Calderón

）
は
、
ビ
セ
ン
テ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
（V

icente Fox

）
大
統
領

の
意
向
に
反
し
て
党
内
選
挙
で
大
統
領
候
補
に
な
り
、
当
選
を
果
た
し

た
。
政
党
の
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
か
ら
見
れ
ば
、同
様
の
こ
と
が
ペ
ル
ー

で
起
こ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
な
い
。

＊
30　

一
九
九
〇
年
代
の
フ
ジ
モ
リ
期
と
比
較
し
て
、
フ
ジ
モ
リ
以
降
の

政
治
が
よ
り
民
主
的
に
な
っ
た
と
し
て
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
論
調
が

一
般
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、典
型
は M

cClintock

（2006

）
で
あ
る
。

し
か
し
、
民
主
主
義
の
定
着
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
と
す
べ
き
は

権
威
主
義
的
だ
っ
た
フ
ジ
モ
リ
期
と
の
比
較
で
は
な
く
、
フ
ジ
モ
リ
を

生
ん
だ
八
〇
年
代
の
政
党
政
治
の
失
敗
と
比
較
し
て
、
ど
れ
だ
け
改
善

さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
改
善
さ
れ
る
方
向
に
動
い
て
い
る
か
、
で
あ
る
。

本
論
の
分
析
は
、
フ
ジ
モ
リ
後
の
ペ
ル
ー
政
治
は
基
本
的
に
は
、
失
敗

し
た
八
〇
年
代
の
政
党
政
治
と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
変
わ
る
兆

候
も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
八
〇
年
代
ま
で
の
ペ
ル
ー
政
治
の
特

徴
や
フ
ジ
モ
リ
時
代
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
村
上
（2004

）
を
参
照
。
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『地域研究』刊行にあたって

グローバル化の進む今日、世界の各地は緊密に連関し、また共通の課題に直面してい

ます。その変化や課題が展開されているのは、人々の生きる現場である「地域」。『地域

研究』は、地域の総体的理解を目指す地域研究のフォーラム誌として、世界各地を対象

とする多様な研究を結び、地域の視点から問題を提起し、「地域から世界を考える」こと

を目標に刊行します。

『地域研究』は、編集委員会を地域研究にかかわる全国の研究教育機関、研究プロジェ

クト、学会、市民組織や国際機関などが参加する「地域研究コンソーシアム」におき、

多様な研究対象地域やアプローチをもつ研究者が協力して編集しています。年2回の刊行

は、コンソーシアム事務局を担当する京都大学地域研究統合情報センターが担当します。

投稿のご案内

『地域研究』では、特集案および個別論文を公募しています。特集企画案は編集委員会

で検討し採否を決定します。個別論文は、査読を経たのち、編集委員会で採否を決定し

ます。公募要領および執筆要項などの詳細は、2008年5月初旬以降、地域研究コンソー

シアムのホームページ（http://www.jcas.jp）に掲載予定です。また刊行担当（journal@

cias.kyoto-u.ac.jp）にメイルにてご相談いただくこともできます。

地域に立脚した視点から広く「世界」を考える企画・論考を歓迎します。ぜひふるって、

ご応募ください。

『地域研究』編集委員会（2008年3月現在）

飯塚正人　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所

家田　修　北海道大学スラブ研究センター

臼杵　陽　日本女子大学文学部

遠藤　貢　東京大学大学院総合文化研究科

岡本正明　京都大学東南アジア研究所

川島　真　東京大学大学院総合文化研究科

村上勇介　京都大学地域研究統合情報センター

村田雄二郎　東京大学大学院総合文化研究科

山本博之　京都大学地域研究統合情報センター

押川文子　京都大学地域研究統合情報センター、刊行担当



編集後記

約2年のブランクを経て、新しい体制で『地域研究』を再開することができ

ました。今号の2つの特集は、ともにグローバル化のなかで新しい方向や地域

的枠組みを求めて模索する現代国家の諸相を捉えています。読後のご意見をぜ

ひお寄せください。2008年度以降、『地域研究』は年2回、地域研究からの発

信を続けます。ご期待ください。（F.O.）
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